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年頭のご挨拶

ジタルデータの整備・活用に向けて国も地方公共
団体も取り組みを推進していくことが求められて
います。
　測量設計業は社会資本整備事業の安全性や経済
性の向上のために最も基本的かつ重要な情報を提
供し、社会インフラの最終的な維持管理まで幅広
い範囲の品質確保に寄与しておられます。社会
資本整備の分野におけるエッセンシャルワークと
しての測量設計業の役割は益々大きくなっており、
貴業界の更なる発展のために、国としても品確法
に基づく発注関係業務の運用指針の徹底、履行期
限の平準化の促進、測量技術者単価の継続的見直
し等について引き続き努力していかなければなら
ないと考えております。
　国土交通省が推奨するi-Constructionにより、
2016年3月からドローンを用いた測量方法が公
共工事において使用可能となりました。ドローン
を活用することで、手軽に精度の高い測量を行う
ことができ、また通常では測量が難しい場所の測
量も可能になります。測量設計業界におかれまし
てはこうした技術の開発・普及に努められており、
心より敬意を表します。
　私は現在、参議院で憲法審査会長、自民党にお
いては、新しい資本主義実現本部副本部長や税制
調査会副会長などを務めており、しっかりと職責
を果たしてまいりたいと考えております。
　本年は、我が国の直面する諸課題を克服し、明
るい展望の拓ける年となりますよう、また、貴業
界にとって飛躍の年になりますよう祈念いたしま
して、新年の御挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルスとの闘いの一年であ
りました。昨年末にかけて我が国ではコロナ感染
者は減少してまいりましたが、世界各国の状況を
みれば油断はできません。
　3回目のワクチン接種を行い、第6波に備えて
医療体制等を整備していかなければなりません。
長く続いたコロナ禍で厳しい経営環境におかれた
事業者も多く、今後は経済の再生が大きな課題と
なります。政府は昨年11月19日の閣議で、新型
コロナウイルスの感染抑止と経済活動の両立に向
け、国と地方とで合計55.7兆円の財政支出とな
る経済対策をとりまとめました。民間による融資
を含む事業規模は78.9兆円に上ります。昨年と
りまとめた経済対策には、医療提供体制の確保等
新型コロナウイルス感染症の拡大防止、「ウィズ
コロナ」下での社会経済活動の再開、「新しい資
本主義」の起動、防災・減災、国土強靭化の推進
等のための様々な政策が盛り込まれました。経済
対策をもとに編成された補正予算は昨年末の臨時
国会で成立したところです。さらに来年度予算案、
税制改正案を早期に成立させ、経済の立て直しを
図ると同時に、本年はグリーン、デジタル等の新
しい課題に向かって進んでいかなければなりませ
ん。
　近年の気候変動に伴う大規模な自然災害への対
応、首都直下型地震対策、インフラ施設の更新、
長寿命化など測量設計業界に関連する課題は山積
しております。
　特に、デジタル化社会の構築に向けた三次元デ

参議院議員  
協会顧問

中川 雅治（なかがわ・まさはる）

社会に貢献する魅力ある業界として建設工事を含
めて牽引していく必要があります。また、働き方
改革に基づき、就業環境も積極的に改善し、人材
確保の取り組みが重要です。
　測量業界における生産性の向上では、建設DX
を促進し新たな社会のニーズに応える対応が必要
です。最新技術の導入により生産性の向上のみな
らず品質の向上も期待できます。
　Society 5.0〔フィジカル空間・サイバー空間・
科学技術を活用したデジタルツイン〕により建設
DXを更に加速し、建設DXの基盤となるデータ構
築には測量業界を挙げて対応していくことが重要
です。i-ConstructionおよびBIM/CIM、革新技
術の開発・導入などへの積極的な取り組みが必要
です。
　また、測量業界においても『防災・減災、国土
強靭化のための５か年加速化対策』の予算を活用
しながら、AI・ロボット技術による自動化への対
応も非常に重要です。測量業界で活用が期待され
ている小型無人機の飛行に関しても、目視外飛行
の実現に向けたロードマップも協議されています。
最新技術の動向を注視するとともに空間情報技術
の新たな活用シーンの創出に取り組むことが重要
です。
　我々測量設計業もわが国の未来に大きな役割を
担っていくものと考えております。協会としては、
こうした時代の変化を的確に捉えつつ持続可能な
社会の構築（SDGs）など、今年も新たなスタイル、
そして感染症対策を徹底しつつ、皆様と一緒に事
業活動を進めて参りたいと考えます。
　本年も皆様のご健勝と、益々の御活躍をお祈り
しまして新年の挨拶といたします。

　会員並びに関係機関の皆様には、常日頃、協会
の活動にご理解とご支援を賜り、厚く感謝申し上
げます。
　コロナ禍において、協会活動も一昨年、昨年と
規模縮小、中止、延期等を余儀なくされましたが、
Web、リモート会議等会員の皆様のご協力、ご
支援を受け、総務、広報、技術委員会、更には基
準点研究部会、働き方改革特別部会、災害対策特
別部会を継続して参りました。中でも技術委員会
活動の講習会はWeb方式を活用し、今までに類
のない多くの参加を頂き進める事が出来ました。
ご講演者、講師及び関係者の皆様に感謝申し上げ、
引き続きご協力をお願い致します。
　昨年も、東京都（建設局、財務局）や関東地方
整備局の行政機関、都議会、そして東京都連（国
会議員）の皆様には、測量設計業に関する意見交
換の場を設けて頂きました。特に入札の問題では
最低制限価格制度の本格導入が昨年10月より始
まり、過去の歴代役員から今日まで要望してきた
事がやっと実り、深い思いを感じております。
　さて、測量業界も世の中の激動に合わせ、近未
来的な発想で改革が必要になってきています。地
球温暖化による気候変動の影響により、豪雨や大
雪等の自然災害も年々激甚化・頻発化しています。
2050年カーボンニュートラルの実現に向けた対
応は業界としても喫緊の課題です。グリーン投資
の加速、デジタル技術の積極的な活用、新たなラ
イフスタイルを見据えた分散型の国づくり等の新
たな時代の課題にも適切に対応していく必要があ
ります。
　少子高齢化社会に向けた担い手の確保・育成で
は、測量業界が空間情報を取り扱い、持続可能な

持続可能な業界活動を目指して

年 頭 挨 拶

一般社団法人 東京都測量設計業協会  
会長

岩松 俊男（いわまつ・としお）
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令和３年度補正予算では、財政支出は、55.7兆円、
民間による融資を含む事業規模は78.9兆円に上
り、過去最大の経済対策を執りました。もちろん
その中には、防災・減災・国土強靭化の各種施策
も盛り込まれています。
　近年、わが国は多くの自然災害に見舞われてい
ます。地震、津波、台風、暴風雨、竜巻、高潮、
河川氾濫と堤防の決壊、土砂崩れ等、今まで想像
できなかった規模の甚大な被害が発生していま
す。それらの災害から早急に復旧・復興を成し遂
げ、安心で穏やかな日常生活を取り戻すには、改
めて防災・減災、国土強靭化を促進し、懸念され
る社会資本の再構築に向け、予防保全対策はもと
より、被災箇所は改良復旧による更なる強靭化の
取り組みが必要です。その際の出発点は「測量」
です。したがって、国土強靭化の出発点は、測量
業務と言っても過言ではありません。貴協会及び
会員各位のご活躍に、大きな期待が集まる所以で
す。
　私はそうした崇高な業務を担う、貴協会及び会
員各位の後押しをさせていただくべく、拝命して
いる顧問の名に恥じぬよう、今後とも微力を尽し
てまいりますので、一層のご指導ご鞭撻を賜りま
すよう、お願い申し上げる次第です。
　結びに、東京都測量設計業協会の益々のご発展
と、岩松俊男会長を始めとする会員各位のご健勝、
事業のご隆盛をご祈念申し上げ、年頭の挨拶と致
します。

　謹んで新年のご祝詞を申し上げます。
　平素は格別のご指導ご厚誼を賜り、また昨年
10月30日に行われた衆議院選挙では、皆様方の
力強いご支援により、２期目の議席をお預かりす
ることとなりました。この場をお借りして厚く御
礼申し上げます。
　さて、２年に及ぶコロナ感染症との戦いは、昨
年秋以来の感染者数の減少により、「緊急事態宣
言」や「蔓延防止措置」が解除されたものの、未
だ明確な先の見通しが立ちません。
　国民全体のワクチン接種率が昨秋ですでに８割
を超えていることは、結果としてわが国の感染者
数減少につながっていると考えられますが、ワク
チンの効果を持続させるには、３回目の接種が必
要とも言われています。つまり今後政府や自治体
がコロナ第６波対策として行うべきことは、３回
目のワクチン接種体制の早期確立と、医療崩壊を
招かない十分な医療提供体制への取り組みである
ことは論を待ちません。国民の命と健康を守るた
めに必要なことは何でも実行する、その決意こそ、
いま政府や自治体に求められています。
　一方、コロナにより疲弊した景気・経済対策
は、医療的対策と同時並行で行われなければなり
ません。そうした考えのもと岸田内閣は、コロナ
で困窮している人への給付や事業者向け支援を実
行すると共に、コロナ禍で傷んだ経済を立て直し、
一日も早く成長軌道に乗せ、「成長と分配の好循
環」の実現を目指しています。昨年末編成された

新たな年を迎えるにあたって

衆議院議員
協会顧問

高木 けい（たかぎ・けい）

年頭のご挨拶

支えるとともに、東京の活力を増進させ、世界か
ら選ばれる都市東京を築き上げるため、東京の都
市づくりを推進していく必要がございます。

　東京都は「『未来の東京』戦略」や「都市づく
りのグランドデザイン」で示した2040年代の目
指すべき東京の姿の実現に向け、DX（デジタル
トランスフォーメーション）や脱炭素化に取り組
みながら、最先端技術も駆使して、世界をリード
する国際ビジネス拠点の育成、三環状道路や鉄道
などのインフラのさらなる充実・更新、災害に強
いまちづくりの推進、美しい緑と水に彩られた都
市空間の創出など、「成長」と「成熟」が両立した、
持続的に発展する東京の都市づくりに、官民の英
知を結集し、着実に取り組んでまいります。

　こうした東京の都市づくりを進める上で、測量
設計業務に精通した技術者の皆様の力が益々必要
となってまいります。引き続き東京都の事業に対
するご支援とご協力をよろしくお願いいたします。
　貴協会の益々のご発展と、会員の皆様方のご健
勝とご活躍を祈念いたしまして、年頭のご挨拶と
させて頂きます。

　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げま
す。

　一般社団法人東京都測量設計業協会並びに会員
の皆様方には、平素から、測量行政や東京都の地
籍調査事業を含む測量事業につきまして、格別の
ご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　測量・設計は、言うまでもなく経済活動の舞台
である土地の利用や開発・保全にとって基礎的な
事業でございます。社会資本整備において、各種
事業の経済性向上に必要な情報を提供するだけで
はなく、社会インフラの維持更新も含めた広範囲
における品質を確保する上で、その役割は非常に
大きいと考えております。気候変動の危機にも向
き合い、激甚化する豪雨災害や、切迫性が指摘さ
れる首都直下地震などに対応し、地域の安全や安
心を確保し、都民の生命と財産を守っていく観点
からも、測量設計業務に精通した技術者の皆様の
ご尽力に深く感謝申し上げます。

　コロナ禍において生じた社会の変化にも対応し
ながら、都民生活や東京における社会経済活動を

東京都技監（都市整備局長兼務）

上野 雄一（うえの・ゆういち）
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新たな年を迎えて

　そのため、国土交通省では、新技術を活用した
生産性の向上等に取り組み、建設産業が「給与が
よく、休暇がとれ、希望が持てる」、いわゆる「新
３K」といわれる魅力的な産業となるよう取組み
を行っています。建設業におけるDXや、ICTを
活用したi-Constructionなど、新たな技術を積極
的に活用し、より魅力ある建設現場を目指した取
組みを引き続き行ってまいります。
　また、毎年、大学等を対象に建設関連業のイメー
ジアップのための説明会を実施しており、説明会
終了後に行ったアンケートでは、参加した多くの
学生から『測量業のイメージが良くなった』『測
量業は就職希望先の選択肢の一つとなった』など
の回答をいただいております。コロナ禍において
も説明会をオンライン方式で実施するなど、新た
なイメージアップの方策についても検討を継続し
ており、測量設計業における将来の担い手の確
保・育成について、今後も取り組んでいきたいと
考えています。
　貴協会においては、日々進歩する新技術を取り
入れ、既存技術と融合しながら測量の高度化、効
率化、競争力、生産性の向上に努めてこられたと
ころですが、引き続き、働き方改革など技術者
の確保・育成に向けた取り組みを進めていただき、
測量業界の先駆役を担っていただければ幸いです。
　最後に、貴協会のますますの御発展と会員各位
の御活躍と御健勝を祈念いたしまして、新年の御
挨拶といたします。

　令和４年という新しい年を迎え、謹んで新春の
御挨拶を申し上げます。
　一般社団法人東京都測量設計業協会の皆様には、
日頃より国土交通行政の推進に格別の御理解と御
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　近年、豪雨による浸水被害や土砂災害など、様々
な自然災害が頻発しており、昨年も７月から８月
にかけ、伊豆半島などの広範な地域において甚大
な被害が発生しました。未曾有の新型コロナウイ
ルス感染症に対する不安の中、皆様には、国民の
いのちと暮らしを守り、わが国の経済活動を支え
るため、いち早く被災地に駆けつけて被災状況の
調査・復旧等に御尽力いただいており、心より感
謝申し上げます。
　測量設計業に携わる皆様は、測量、調査、設計
という事業の安全性や経済性の向上のために最も
基本的かつ重要な情報を提供し、社会インフラの
最終的な維持管理まで幅広い範囲の品質確保に寄
与されております。
　建設産業は、防災・減災対策や社会インフラの
維持など「地域の守り手」として大きな役割を担っ
ているとともに、地域の経済・雇用を支える我が
国の基幹産業の一つとなっています。しかし、わ
が国が、これまで世界が経験したことのないよう
な人口減少・超高齢化社会を迎える中、建設業界
が今後もその大きな役割を果たしていくためには、
生産性向上を図りつつ、将来の担い手の確保・育
成に取り組んでいく必要があります。

国土交通省 不動産・建設経済局
建設市場整備課長

西山 茂樹（にしやま・しげき）

維持・管理段階までに広げたBIM/CIMにつなげ
ていくとともに、インフラデータプラットホーム
との連携などを視野に入れ、インフラ分野のDX

（デジタルトランスフォーメーション）の構築を
目指していく必要があります。これには、確かな
計測技術と精度管理のノウハウがこれまでにも増
して求められ、測量分野の重要性は益々高まって
おります。

　また、災害対応における、初動段階での迅速な
測量調査の重要性は言うまでもありません。昨年
は、幸いにも東京には大きな台風被害などの報告
はありませんでしたが、全国的には、熊本県をは
じめとする九州各地、更には、中部地方と広い範
囲で再度、記録的な豪雨となり、甚大な被害をも
たらしました。10月には東京都内に約10年振り
に深度5強の地震が発生しており、改めて首都直
下地震の備えが必要と認識されました。
　貴協会におかれましては、災害協定に基づく被
害調査等の迅速な対応に十分な備えをしていただ
くとともに、引き続き協定に基づく連携・協力を
よろしくお願いします。

　東京を更に安全で機能的、魅力的な都市に発展
させていくには、都市のインフラ事業の推進が重
要であり、事業の最上流部を担う貴協会の皆様の
お力添えが不可欠です。今後とも、東京の都市
づくりにご支援とご協力を賜りますようお願いい
たしますとともに、貴協会並びに会員の皆様方の
益々のご発展とご繁栄を心より祈念しまして、新
年のご挨拶とさせていただきます。

　新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
一般社団法人東京都測量設計業協会並びに会員の
皆様方には、日頃より東京都の建設事業に格別の
ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　東京2020大会が無観客で開催されたことに象
徴されるように、昨年は一昨年に引き続き新型コ
ロナウイルス感染症対策に注力された一年でした。
東京都におきましても、新型コロナウイルス感染
症の拡大防止対策ガイドラインを策定し、「三つ
の密」の回避対策を促すとともに、工事・委託業
務の一時中止、工期変更、それに伴う設計変更等、
各種対策を実施し、対応を図ってきました。皆様
におかれましては、感染症防止対策を徹底しなが
ら着実に業務を進めていただき感謝申し上げます。
　また貴協会には、大会中の時間的及び交通規制
など様々な制約のなか、インフラ事業の円滑な推
進にご協力頂き、重ねて御礼申し上げます。

　コロナ禍を契機に建設業の働き方改革を進める
ため、ICTを活用した「建設現場の生産性向上」
の取り組みについての必要性が更に高まりました。
このため建設局では、令和２年７月に建設工事等
においてICTが着実に活用・普及されることを目
的に、貴協会など建設業の各協会や国土交通省を
委員とする「東京都建設局ICT工事等推進連絡会」
を立ち上げ、様々な取組を進めております。

　建設分野においてICTを着実に推進するには、
UAVやレーザスキャナを用いた３次元測量など、
測量分野における最新技術の活用が欠かせません。
今後は、調査・測量から設計、施工段階、そして

年頭のご挨拶

東京都建設局長

中島 高志（なかじま・たかし）
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新年のご挨拶

国土の約３割の５ｍメッシュ標高データが未整備
となっています。災害リスクや迅速な被災状況の
把握のため、国土地理院では高精度標高データな
どの３次元地図情報の整備を進め、被害低減に貢
献したいと考えています。
　また、DXによる生産性向上や効率化のために
は、建設プロセスの各工程や事業者間でお互いに
整合する位置の情報を共有、流通させることが重
要です。位置の整合性を確保するための共通ルー
ルが「国家座標」への準拠です。時々刻々と進む
我が国の地殻変動に対し、国土地理院では「国家
座標」を適切に整備・維持管理するとともに、そ
の重要性を啓発していきます。さらに、将来想定
される大規模地震による地殻変動への対応、高精
度測位の進化への対応など技術開発を行い、誰も
が安心して地図情報を利用できる環境を提供して
いきます。
　今年、伊能忠敬の物語を題材にした映画が公開
予定と伺っています。伊能忠敬翁が現在の地図を
ご覧になったら、きっと驚嘆されるだろうと想像
しますが、未だ山積する世の中の課題を克服する
ためには、更なる発展を必要としております。デ
ジタル社会の基盤を構築するために、測量やその
関連技術は必要不可欠なものとして期待されてい
ます。本年も皆様と一層の連携を図りながら、測
量分野の発展に取り組んでまいりたいと思います。
　結びに、貴協会のますますのご発展と会員の皆
様のご活躍・ご健勝を心より祈念いたしまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。

ております。BIM/CIM活用では、令和5年度まで
に小規模なものを除く全ての公共事業で詳細設
計・工事への原則適用に向けて段階的に適用範
囲を拡大しており、令和3年度はトンネル、橋梁、
河川構造物等の大規模構造物の詳細設計に原則適
用することとしています。一連の建設生産プロセ
スの序盤に位置する測量分野では、3次元測量等
を活用した構造物の出来形管理やUAV等を活用
した河川・砂防関係施設の巡視・点検の効率化等
を推進し、3次元データを活用した新しい働き方
への転換を進めてまいります。
　関東地方整備局では、令和3年度を「インフラ
DX元年」と位置づけ、昨年4月にインフラ分野
のDX推進を支える人材育成を目的とした「関東
DX・i-Construction人材育成センター」を関東
技術事務所に設置しました。また、昨年7月には

「関東地方整備局インフラDX推進本部」を発足し、
各部が横断的に連携して体制を更に強化するた
め、昨年10月には目標と具体的な取り組みを示
したロードマップを策定し、各分野の業務におい
て、AIやデジタルデータ、情報技術等を活用した
取り組みを行うことで、建設業の生産性向上や働
き方改革を推進しています。
　今年はインフラDX推進に向けた2年目となりま
すが、測量設計業界における取り組みについて、よ
り一層、連携を深めていきたいと考えておりますの
で、会員の皆様におかれましては、今後ともお力添
えを賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　貴協会におかれましては、引き続き、技術力の
向上、人材育成、経営基盤の強化、企業倫理の確
立に積極的に取り組まれ、測量設計業界の健全な
発展に大きく貢献されることを期待するとともに、
ますますのご発展と、会員各位のご活躍とご健勝
を心より折念いたしまして、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。	
　一般社団法人東京都測量設計業協会並びに会員
企業の皆様方には、日頃より、国土地理院の測量
行政や地理空間情報活用推進などの施策にご理解
とご協力を賜り、また、測量界の発展のために多
大な貢献をなされていることに対し、厚く御礼申
し上げます。
　昨年は伊能忠敬とその測量隊が日本全国を巡っ
て測量し、初めて実測の日本地図、伊能図を完成
させ、幕府に上呈してから200年という節目の年
でした。一方、昨年、デジタル庁が発足し、デジ
タル社会の実現に向けた改革が進められています。
この200年の間に平面の紙地図から３次元のデ
ジタル地図へと空間再現が進化してきております。
　国土地理院では、新たなデジタル時代に向け 

「高精度の３次元地図情報の整備」と「国家座標
の整備と啓発」に力を入れています。３次元地
図情報は、「Society 5.0」を支えるサイバー空間、
デジタルツイン基盤の整備にとって重要なもので
す。今後、高精度の衛星測位サービスや地図情報
の利用の拡大が想定され、誰もが安心して信頼性
の高い位置情報を利用できる環境の提供が求めら
れています。
　３次元地図情報の整備は、災害に屈しない強靱
な国土づくりにも関係します。国土地理院は、昨
年７月熱海市で発生した土石流について、土石流
源頭部のUAVレーザ測量を実施し、被災前の公
共測量による航空レーザ測量の成果と比較し、標
高変化量を算出しました。しかし、残念なことに、

　新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。一般社団法人東京都測量設計業協会並びに会
員の皆様方におかれましては、日頃より関東地方
整備局の事業推進に格別のご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　令和3年10月7日に発生した千葉県北西部を震
源とする地震では、東京都内と埼玉県内で震度5
強を観測しました。東京都内で震度5強が観測さ
れたのは、平成23年の東日本大震災以来となり
ます。関東地方整備局では地震災害対策本部等の
体制を設置し、速やかに被害状況を調査するとと
もに、強い揺れを観測した地方公共団体へリエゾ
ンを派遣しました。幸いにも当整備局の管理施設
では大きな被害はありませんでしたが、首都直下
地震等の大規模地震に備えるため、迅速な体制確
保とともに被災状況の把握が重要と改めて認識し
たところです。
　災害が発生した場合、被害の拡大防止と被災施
設の早期復旧に資するためには、迅速かつ詳細な
被災状況の把握が必要不可欠であり、無人航空機

（ドローン）を活用した調査は有効な手段の一つ
と考えます。このため、当整備局では無人航空機
による災害応急対策活動に関する協定締結を進め
ており、この取り組みにおいて、貴協会をはじめ
とした建設業界との連携・協力は欠かせないもの
です。
　また、国土交通省では、急速なデジタル化や新
たな働き方への転換等を背景にインフラ分野にお
けるデータとデジタル技術を活用したDX（デジ
タルトランスフォーメーション）を推進していま
す。とりわけインフラ分野においては、災害対応
や施設の老朽化対策の必要性が高まる一方、将
来の深刻な人手不足が懸念されることから、建設
業界全体の担い手確保と生産性向上を目指して
BIM/CIM活用やICT施工等の取り組みを推進し

国土交通省 関東地方整備局
企画部長

見坂 茂範（けんざか・しげのり）

インフラDX２年目を支える
測量設計業への期待

国土交通省 国土地理院
関東地方測量部長

山後 公二（さんご・こうじ）
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国民生活のみならず経済活動を安定して行う上で
も防災・減災の重要性が増しております。一昨年
末に閣議決定された「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」に基づいて、国土強靱
化の施策は強力に推進されており、流域治水に対
する施策も発表されるなど、ハード・ソフト両面
から計画的な取り組みが行われつつあります。
　全測連では、これまでも業界の事業領域拡大を
図るために、デジタル化や災害対策に向けた様々
な取り組みを進めて参りました。政府に対しては、
災害時の復旧復興の迅速化や、安全な街づくりの
ための国土基盤情報として、インフラ台帳図のデ
ジタル化（ベクター化、３次元化）、都市部での街
区境界調査の推進、ドローン等ICT技術による点
群データの活用等の施策要望を行い、業界として
の対応の検討を進めております。これからの時代、
測量設計業は国や地域の「未来を創る」ための「は
じまりの仕事」として、デジタル化の推進役とな
り時代を先導することが期待されております。
　その中で首都における測量設計業務を担われる
東京都測量設計業協会の皆様方の果たす役割は、
大変大きなものがあると考えております。全測連
ではこうした取り組みを協会の皆様方と手を携え
て進めて参りたいと考えておりますので、今後と
ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願いい
たします。改めて、今年が皆様にとって大きな飛
躍の年となることをお祈り申し上げ、私からの新
年のご挨拶とさせていただきます。　　

　新年明けましておめでとうございます。本年が
皆様にとって発展と繁栄の年となりますよう、心
より祈念申し上げます。
　東京都測量設計業協会及びその関係者の皆様に
おかれましては、日頃より全測連の活動にご支援
を賜り、誠にありがとうございます。
　昨年は、前年に引き続き新型コロナウイルス感
染症が蔓延し、我が国のみならず世界中が新型コ
ロナウイルスへの対応に大きなエネルギーを割か
ざるを得ない年となりました。日本経済は、飲食、
観光などを中心にコロナによる大きなダメージを
受け、経済全体が停滞を余儀なくされました。建
設関連業におきましても、皆様のご努力により
着実に事業の執行は図られたものの、職場におい
ては、３密回避の徹底や「テレワーク」での対応、
Web方式での会議の実施など、これまでとは異
なる仕事の進め方が求められることとなりました。
東京都測量設計業協会とその構成企業の皆様方も、
こうした環境変化に対応し着実な成果を上げるに
は、大変苦労の多かった年ではなかったかと推察
いたします。
　その一方で、時代は、急速な技術革新とも相まっ
てポストコロナ時代に向けて動き出しております。
政府は、昨年10月のデジタル庁発足に見られる
通り、DX（デジタルトランスフォーメーション）
の推進による新たな社会資本整備に大きく舵を
切っており、インフラのデジタル化は、我が業界
が今後直面する大きな課題となっております。ま
た、近年、激甚化、広域化する自然災害に対して、

一般社団法人 全国測量設計業協会連合会
会長

方波見 正（かたばみ・ただし）

年頭挨拶

DXに関する会員会社の取り組み……12

私たちの DXへの取り組み……26
《若手・中堅技術者からの投稿》

 女性が長く活躍するには……20
東測協「女性の会」Web座談会

令和３年度開催 「Web講習会」を振り返って……30
東測協技術委員会
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DXを知ろう
デジタルトランスフォーメーション
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特集　測量設計業におけるDXを知ろう

間情報の整備やその活用が活発化している。
　このような社会情勢を受けて、アジア航測株式会社で
は、これら社会動向を好機ととらえ、以下の２つの方針
を掲げ「AAS-DX」として推進している。

１．「明日を共創（つく）る」事業戦略
　アジア航測では、 新たな生活スタイルの社会基盤(イ
ンフラストラクチャー ) を空間情報技術で支える企業と
して発展し続けるために、以下の3つの施策を推進して
いる。
①センシングイノベーション：
　あらゆるものを測りつくす空間情報DXの実現

マルチプラットフォームによるセンシングや最先端の
AIを活用した地物化、高速通信網を活用したリアルタ
イム通信など、様々な手法をもちいてデジタルツイン
を推進

②当社重点分野の戦略的DX推進
AIによる地物の自動クラスタリングや自動3次元図化、
XRによる3次元可視化などを基礎技術とした空間情
報DXの戦略的展開により業界をリード

③センシング技術のさらなる展開
新規分野への挑戦による、事業分野の拡大（スポーツ
分野、娯楽分野、その他への展開）※上図参照

２．DX人財の育成
　DXは、単なるデジタル化ではなく、デジタルデータ
を前提として、新たな利益や価値を生み出すビジネスモ
デルに移行することである。個々の技術力を高めること
も必要であるが、周辺の技術や動向を把握したうえで、

また、これらDXを推進するため、デジタルを前提
とした次の時代の新たな社会基盤を構築するという

「Digitalization（デジタライゼーション）」の考え方を
前提としたデジタル・ガバメントが推進され、これらデ
ジタル化を支える基盤情報の１つとしての3次元地理空

　今般のコロナ禍によってデジタル化の重要性が再
認識され、令和3年9月のデジタル庁創設、「骨太の方
針2021」の柱のひとつに「デジタル化」が取り上げ
られるなど、わが国の社会全般においてDX（Digital 
Transformation）の動きが急速に高まってきている。 

業務や事業の全体をデータに基づいて分析・評価し、当
社のみならず他の技術等も組み合わせて、業務の改革や
新たな価値の創出につなげられる人財の育成を目指し、
全社を挙げたDX人財育成研修を実施した。
1テクノフォーラム（当社技術イベント）において『ア

フターデジタル』著者の藤井保文氏による講演での
DX社会のあり方の認識と、当社が目指すAAS-DXの
方向性への理解【全社員対象】

2当社を取り巻くDXの施策等に関する理解（社内講師
による基礎講座：概要・背景・動向等の基礎編、当社
の課題に特化した課題認識編）【全社員対象】

3ビジネスでデータを活用するためのデータサイエンス
の理解とそれによる業務改善や事業創出のための講習
を実施。データサイエンス入門として、若手社員全
員とそれをけん引する立場にある中堅・管理職社員、
485人を選出し、外部講師によるWeb講習会を実施。

4上記485人からさらに60名を選抜し、外部講師によ
るデータサイエンス活用講座を受講した。受講内容
を知識から実践につなげるため、この60名を２～５
人からなる16チームに分けてビジネスプランを検討。
検討したビジネスプランについて発表会を実施した。

　アジア航測は、激甚化する災害の予防〜対策〜復旧・
復興を支え、空間情報コンサルティングの深化で持続可
能な社会を実現しつつ、社会の必要性をいち早くキャッ
チし、社会のDXに寄与すべく進化し続ける企業として、
社員一人一人のスキルの底上げを行いつつ、技術力の向
上に取り組んでいる。

集特

 測量設計業における測量設計業における
DXDXを知ろうを知ろう

 測量設計業における
DXを知ろう

　デジタルトランスフォーメーション（Digital transformation ; DX ）とは、「デジタルテクノロジーによ
って事業の業績や方法、対象範囲を根底から変化させる」という意味で用いられています。

●

　政府は、平成12年に「高度情報通信ネットワーク社会形成基本法」を、平成28年に「官民データ活用
推進基本法」を制定しデジタルデータを利活用することで、少子高齢化社会における諸課題の解決や、
イノベーションの創出などを促してきました。
　昨今では、「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という考え方である

「DX」が提唱され、現実世界と仮想世界が区別なく存在する社会が実現しようとしています。
●

　私たち、測量設計業においても、基盤地図情報の整備・無償提供（国土地理院）や、平成30年より4 
機体制となった準天頂衛星（内閣府）、3次元モデルを用いて建設の効率化・高度化を図るCIM、ICTの
全面的な活用で生産性向上を図るi-Construction（国土交通省）などのデジタルデータを活用した取り
組みが進んでいます。
　さらにこれからは、取得したデジタルデータをオープンデータとして活用する、国土交通データプラッ
トフォームや3次元都市モデル「Project PLATEAU」を整備することで、防災・減災からまちづくり、都
市活動のモニタリングなど、いつでも、どこでも、誰でもが社会課題の解決に役立てられるようにしよ
うとしています。

●

　会誌『東測協2022』では、そうしたDXに関す
る会員会社の取り組みを紹介することで、DXを
知り、まずは好奇心を持っていただくことで、各
社各人にできるDXを探る最初の一歩になること
を願っています。

AAS-DXの概念図

「AAS-DX」の推進について アジア航測株式会社
事業推進本部 社会基盤システム開発センター

水上 幸治
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ンデータとして公開されている必要があります。加えて、
いざというとき声をかけるデジタル人材とのネットワー
クがあるかどうかです。熱海市土石流災害は、静岡県の
普段からの取り組みを通じてこの二つの条件がそろって
いたからこそ実現できた災害DXとも言えます。私たち
測量設計業は、正確な計測データを提供すること、それ

を分析することに長けています。発災時に、社会貢献活
動の一環として、私たちのストロングポイントをこの
災害DXに活用するために、今から備えておく、つまり、
デジタル慣れしておくことがますます重要になってきま
した。

　社内のDX推進が叫ばれるなか、それを妨げている要
因の一つが組織と情報、業務プロセスのサイロ化です。
日本企業に多いと言われるこのサイロ化された組織構造。
人事評価制度と相まって、部署単位のKPI至上主義に陥
りやすく、無意識に横のつながりが薄れていきます。
　KIMOTOでは、1990年代初めのバブル崩壊以降も組
織が縦割り構造になっていて、全国の支店や各業務部門
の活動が連動しているとは言えない状況でした。2000
年代に入って、インターネットやスマートフォンが日本
国内はもちろん、世界中で当たり前のように使われてい

ても、社内のワークフローは30年前と大きく変わらず
「賞味期限の切れた働き方」を続けていました。
　DXは、部署の壁を越えて「人」「データ」「インフラ」
をつなげることが実現して初めて、成果が生まれると言
われています。
　私たちは、DX実現に最も重要なことは「人と組織の
変革」であると位置づけ、DXの本質はD（デジタル）
よりもX（トランスフォーメーション）にあるとの認識
を共有することで、テクノロジーの導入が目的化しない
よう、人を起点としたイノベーティブな組織づくり（組

　2021年7月3日（土）10:30ごろ、静岡県熱海市伊豆
山で大雨による土石流が発生、死者26名、行方不明１
名、全壊もしくは半壊家屋128棟の甚大な被害をもたら
しました。お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り
するとともに、被災された方々にお見舞い申し上げます。
　この災害の原因が違法盛土であることは報道などで皆
さんご存知のことと思いますが、発災後まもなく流出し
た土砂が盛土であったことを把握し、救難捜索に携われ
た方々の2次災害を防止した背景には、オープンデータ
と官学産の有志のメンバーによる多大なる貢献がありま
した。
　静岡県では、明日起こるかもしれない災害のために全
県を対象に高密度な3次元点群データの整備を行い、熱
海市を含む伊豆半島東部を対象に2019年に高密度な航
空レーザ計測を実施、それを出典さえ明記すれば誰でも
自由に使えるオープンデータ「VIRTUAL SHIZUOKA」

としてG空間情報センターから公開していました（図1）。
このデータがあったため、発災直後に静岡県職員がSNS
でデータ分析を呼びかけた結果、行政、学、産業界の有
志16名による静岡点群サポートチームが結成され、そ
の日のうちからWeb会議を通じてデータを見ながら発
災現場の分析が始まったのでした。これにより、盛土が
行われた場所で土砂の流出があったことが分かり、発
災2日後に民間企業がドローンレーザ計測を実施、この
データもオープンデータとして公開されたため、これと
VIRTUAL SHIZUOKAのデータとの差分を計算したこ
とで、流出した土砂量、まだ崩落していない盛土量、中
流にあった砂防堰堤によりせき止められた土砂量が正確
にわかり、この結果を公開することで効果的な2次被害
対策ができました（図2）。
　これまでの災害復旧は、行政が自前でデータを取得し、
専門家による分析を行い、その結果を基に原因究明と対

策を行うという流れで、これにかか
る期間は1 ヶ月ほどと言われており
ました。これが今回は数日ででき、
しかもその結果も公開することで、
全国の専門家の方々による検証もで
き、多くの目による正しい分析が
迅速にできました。復旧の陣頭指揮
を執られた静岡県副知事は記者会見
の中で、データを県庁に閉じずオー
プンにすることで外の人がサポート
してくれる、オープンデータがここ
まで力を発揮するとは思わなかった、
時代が変わったことを実感している
とコメントされておりました。
　災害ボランティア活動は、現地に
出向いて行うのがこれまでのやり方
でした。今回の静岡点群サポート
チームが行ったインターネットと
オープンデータを駆使したデータの
分析・公開・検証は、まさしく災害
DXであり、これからの災害時のロー
ルモデルになると思われます。ただ
し、全国どこでもこのような活動が
できるかというと、現状ではなかな
か難しいものと思います。前提とし
て、被災地となる場所のデータが整
備されて、なおかつ、それがオープ

図１：「静岡県 富士山南東部・伊豆全域 点群データ」公開ページ
       （G空間情報センター）
　　　https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/shizuoka-19-20-pointcloud

図２：3次元点群データを活用した崩壊土砂量及び
　　　補足土砂量の推定（難波副知事記者会見資料）より一部抜粋
　　　 https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/shizuoka-19-20-pointcloud

DXは組織の変革からはじまる 株式会社きもと
FPS-BIZ推進室 室長

川口 達也

熱海市土石流災害における
オープンデータ活用実例

朝日航洋株式会社
G空間研究所 所長

大伴 真吾

3次元点群データによる地形差分図
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織変革）に注力して取り組みを進めてきました。
　10年余りの間で、支店をなくし、社用車をなくし、
固定席をなくし、就業時間から定時をなくし、人事評価
制度をなくし、社内規程をなくし、転勤をなくし、部署
をなくし、そして、全国のオフィスをなくしました。従
来の延長線上で少しずつ働き方を改革するのではなく、
思い切って断捨離することはとても勇気のいることです
が、従業員の意識が変わり、経路依存性からの脱却も進
んだと思っています。
　働く時間と場所を自由にして、働き方の選択肢を増や
したことで、「誰にとっても働きやすい」柔軟な環境が
整ってきました。働きたくても働けない人や働きにくさ
を感じている人たち、例えば、出産育児や親の介護（通
院の付添など）をしながら働く人など、多様な背景を
もつ人材が当たり前に働き続けられる会社でありたいと
思っています。
　従業員の誰もが自分らしく、安心・安全に働き続けら
れる環境が整っていたことで、新型コロナウイルス感
染症のパンデミックが宣言された2020年3月以降、工
場の生産ラインを除く全ての従業員は、特に大きな混
乱もなく在宅勤務に移行しました。現在も緊急事態宣
言期間中か否かに関係なく、在宅ワークがKIMOTOの
“Normal”となっています。

　好きな仕事を手放さず、どこでも働けるならば、家
賃・地価の高い都会を飛び出して、好きな海を眺めなが
ら、あるいは自然の中でのびのび子育てしながら暮らす
地方移住を考える従業員も出てくると思います。
　今回のコロナ禍では、図らずも多くの企業や会社員が
オフィスに出社する必然性について改めて確認する契機
となりました。それに伴い社員の希望を受けて、在宅勤
務の導入を急ピッチで行い、環境は整えたけれど上手く
いっていないケースがあるようです。
　在宅勤務は単に自宅で仕事を行えば良いという単純な
ものではありません。技術の壁を乗り越えても、制度の
壁、こころの壁が立ちはだかっているのです。
　デジタル化はあくまで手段であり、それ自体が目的化
しないよう注意が必要です。DXをドライブする核とな
る人と組織という基盤を変革し、経営ビジョンを実現す
るために、どのようにデータとデジタル技術を活用する
か、という視点が大事だと思っています。DXブームに
惑わされず、トランスフォーメーションマインドを持っ
て、DXを推進してまいります。
　この度、KIMOTOの働き方改革『断捨離すれば働き
方改革はうまくいく！』が書籍になりました。10年以
上にわたる改革の内容とそれに伴う副作用、その予防策
を紹介しています。（https://www.kimoto.co.jp）

組織のDX化によって従業員ひとり一人のライフステージに合った働き方を実現！

3次元点群の更なる活用方でDXを促進
アイサンテクノロジー株式会社
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管理担当者

受講申込者

②内容確認
③参加可否の判断
④入金確認
　未入金該当者へ確認メール送付
⑤講習会案内のメール送付

⑦内容の確認
⑧合否の判定
⑨受講証明書の一括発行（PDF）
⑩受講証明書のメール一括送信

⑪受講証明の受領

⑥実績報告

クラウドで、講習会の申込み後みの
情報を、一元管理（ステータス管
理、メール一斉送信、受講証明書の
一括発行　など

①申込み

受講証明書

CSV手動
取り込み

結果報告
・アンケート
・視聴コード
etc

メール送信
サービス

アンケート

アンケート
入力サイト
Web登録
サービス

メール送信
サービス

講習会申込

データ
ベース

申込みサイト

Webサイト

システム化の範囲
クラウドサービス

　東測協のホームページ内のサイトには講習会のご案内、
参加申込み、参加者リスト作成に至るまでの仕組みがあ
ります。
　講習会の参加申込みにおいて、氏名、勤務先名、メー
ルアドレス、電話番号、会員区分、受講証明書の発行に
ついて入力いただきますが、特にメールアドレスの入力
間違いが発生しております。メールアドレスは問い合せ、
事前資料配布等をメールにてお知らせする重要な情報と
なっております。現状では１回の入力登録となっており
ますが、２回入力による方法で確実なメールアドレス登
録といたします。
　また、令和3年のWeb講習会アンケート等からのご意
見、ご要望を踏まえ、下記にクラウド化例を紹介させて
いただきます。

Web講習会参加費のご入金が確認できましたら、ご入

金いただいた旨を登録いただいたメールアドレスに送信
連絡。
なお、未入金参加者へはその旨を送信連絡。

アンケート入力サイトをクラウド内に設け、寄せられた
アンケートの確認を行う。

準備済みの受講証明書をメールにて一括送信。
など

　より皆様に参加しやすい環境を実現するために来年に
向けて下記「導入イメージ」によるクラウド化の検討に
入りました。
　講習会の参加申込み情報を一元管理(ステータス管理、
メール一斉送信、受講証明書の一括発行など)をクラウ
ド化することにより能率的な対応を図って参ります。①講習会参加費のご入金

②アンケート入力サイト

③受講証明書

クラウドサービスの導入イメージ

【Web講習会の参加手順例】

Web講習会のDXクラウドサービスに向けて
東測協  技術委員会
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　2016年に東測協「女性の会」が発足し、これまで５回の会合を行ない、測量業界における働きやすい環境
づくりを提案してきました。第６回のテーマは、「女性が長く活躍するにはどうすればいいか」。女性が、働き
手としての意識や責任感をどう向上していくことができるか、また、仕事と生活を調和させるためにどういう手
段があるのかについて「Web座談会」のかたちで、話し合いました。
　Web座談会は３部構成。第１部ではデータでみる女性活躍の現状の調査レポート、第２部ではゲスト２人
を迎えての講演、第３部ではゲストへの質疑応答を行いました。
　オンライン開催であったため、参加者はこれまでよりも飛躍的に増え57名（コアメンバーとオブザーバー含む）に達
しました。なかには、男性の方（５名）や地方在住の方々も含まれています。今後も性別や地域に関わらず多くの
方 と々共に、これからの女性活躍や働き方改革について考えていきたいと思います。

　測量業の女性の活躍が、いまどのような状況か、全業
種の現状と比較調査しました。

会員企業のうち、技術社員の平均年齢は45 ～ 49歳が最多で、次が
50 ～ 54歳。対して、若い世代は少ない傾向にあり、技術社員の年
齢構成は高め。各社ともシニア層の活用と次世代の担い手確保が課題
となっている。

最多は「①」。しかし、会員企業の事業規模が大きくなるにつれて女
性技術者が測量業務に従事する割合は高い。対して、事業規模が小さ
い会社では「③」の回答が多い傾向にある。

　東測協の「働き方改革特別部会」では、2019（平成
31）年３～４月に会員企業71社を対象とした、働き方
改革に関するアンケート調査を実施しました。
　今日は、その調査の抜粋版として、東測協の会員企業
の基本情報と、女性技術者が活躍しやすい環境整備の課
題について説明させていただきます。

　　　　正社員も管理職も男女比は、業種によってかな
りバラつきがありますが、測量業界等の女性の割合は全
業種と比べると若干低い状況でした。
　また、女性測量士のなかでは若手が若干多めの割合で
はあったものの、全体的に測量士、技術士に占める女性
の割合は、依然非常に低い状況です。資格がすべてでは
ありませんが、女性の有資格者をどうやって増やし、定
着させていくかが今後の課題といえます。

総括

　　　　女性技術者が活躍しやすい環境とは、「女性には、
技術者として従事できる仕事が限定されているんじゃな
いか」「責任あるポジションを任せられないのではない
か」という意識を変えていくことが本質的な課題かもし
れません。男性管理技術者が多いなか、「この仕事だっ

総括

第１部【調査レポート】 第１部では女性の活躍の現状についてデータを
確認・分析し、今後の課題を浮き彫りにします。

「女性の会」メンバー２名がレポートしました。女性の働き方について

技術社員の年齢構成（平成30年4月1日時点）

貴社では女性技術者がどのような業務に従事していますか？

前項の②、③の理由・原因は何ですか？

女性技術者が働きやすい職場環境を整備するため、
実施している（しようとしている）取り組みは？

「②」の回答が半数で各社とも管理技術者を担える女性技術者が少ない
ことが課題。また、「⑤」の回答も多く採用に後ろ向きな会社も多い。
退職してしまう理由を掘り下げて考えてみる必要がある。

「②」の回答のように、測量業のなかでも、女性技術者が従事できる業
務を創造できれば活躍の場が広がる。例えば時短勤務や在宅勤務でも、
図化、地図編集、GISを使った分析などは十分担うことができる。

たら女性技術者に任せてみよう」といった、可能性を示
し、経験を積んでいくことが大切です。
　東測協としてもこのことを会員企業だけでなく発注者
様にも知ってもらえるよう、今後も広報活動を続けてい
く必要があると思っています。

全業種（「10人以上企業」）では、男性約73％、女性約27％。測量業等 
（「学術研究・専門・技術サービス業」）では、男性約74％、女性約26％。

全業種では、係長級約15％、課長級で約12％。測量業等では、係長
級約12％、課長級で約10％。

業種別の女性管理職比率

全年代では、男性98.1％に対し、女性は1.9％。ただし、30代まで
の女性は約５～ 10％弱とやや多め。

全部門の女性比率は2.0％（令和2年3月末）。人数の多い建設部門でも、
女性は2.1％と低い。

第6回 東測協「女性の会」Web座談会

昭和株式会社  新野 友美全業種および測量業の女性活躍の現状

女性
約2.1％

測量業や建設
コンサルタント業
等はここに分類

アジア航測株式会社  小宅 香里
働き方改革に関するアンケート調査
～女性技術者が活躍しやすい環境整備について抜粋版～

業種別の正社員の男女比

測量業や建設
コンサルタント業
等はここに分類

測量士の男女比率

技術士の男女比率

女性が長く活躍するには
2021年9月28日開催第６回 東測協「女性の会」Web座談会

2021年度
Web座談会
実行委員

田村 尚美（朝日航洋株式会社）

新野 友美（昭和株式会社）

塚田 野野子（株式会社東京地図研究社・広報委員長代行）

小宅 香里（アジア航測株式会社・働き方改革特別部会）

《議事進行》
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　今日は私の個人的な経験でも何かのお役に立てばと思い、
お話しさせていただきます。
　1970年代の子供時代は私の母をはじめ、周囲の地方の女
性は働きづめの人も多く私自身も職業を持つことをごく自然
と考えて育ちました。大学進学は昭和60年頃で、女子の４
年制大学の進学率は10％台（昭和60年の男女雇用機会均等
法のあと急激に進学率が上がり、今は50％近く）。宇宙への
興味から高校で地学を専攻し、大学は奨学金を利用して理学
部地学科で学びました。
　就職では、大学の専門が生きる分野、結婚後も確実に働き
続けられる所と、地質系の国家公務員試験を受けました。し
かし、どの機関だったら地方大卒の女子でも可能性があるか
情報や環境も乏しく、就活ではショックを受ける経験もしま
した。ただ、当時、個人的な経験と思ったことは、実は世の
中の流れに左右されていました。男女共同参画社会基本法の
施行（H11）や内閣人事局の3割採用目標（H26）など経て、
今は総合職の新人の1/3は女性です。女性の任用数の変化は
国やトップの明確な方針を反映していると言えます。
　幸い、国土地理院から２種の方で採用となり、つくばに配
属後、25歳頃に、1年間、京大防災研に派遣されました。そ
こで数値地形解析の研究に夢中になり、後の職業人生を変え
ることになりました。その時の指導教官（奥西一夫先生）か
ら派遣の最後の日に、「今まで、仕事も完ぺきに、家庭も完
ぺきにと言われてきたと思う。でもそういうことを岩橋さん
は後輩に言ってはいけない。これからは、男も女も、仕事も
ぼちぼち、家事もぼちぼちの時代だと思う。人生を楽しんで
ください」と贈られた言葉が、今も記憶に残っています。そ
の後は行政技官として主題図の仕事をしながら空き時間に個
人研究を続け、30歳頃には上司の後押しもあり社会人学生
を経て、博士号も取得しました。そして30代半ばに研究職
に就き、以降、数値地形解析を中心とする研究を続けています。
　出産や育児については、現在の公務の職場の育児や母性保
護の制度は人事院規則・育休法で明文化・ウェブ公開され
ており、この8月には不妊治療休暇の新設が勧告されました。
なお私の２度の出産は、異動が激しく裁量が少ない行政職の

　私が代表を務めますサテライトイメージマーケティングは、
人工衛星が取得するデータを提供する小規模の会社で、ス
タッフは私のほか４名です。2014年に東京スポットイマー
ジュを、㈱パスコが買収し、それを機に社名が変わり、私が
代表となりました。
　私は、男女雇用機会均等法が施行された1986年の翌年、
大卒で百貨店に入社しました。しかし、結局１年半ぐらいで
転職しました。
　次は、大学のときに学んだ英語を使える仕事がよいと考え、
パスコの子会社であったパスコインターナショナルに入社し、
ODA（政府開発援助）の分野で、主に途上国の地図を作成
する部署で営業事務に就くことができました。
　３年目ぐらいから、インドネシアの公共事業省が行なうリ
モートセンシングのプロジェクトで、研修授業をコーディ
ネートする業務に就くようになりました。そのうち、営業の
顧問の方に同行してインドネシアに出張することになりまし
た。
　転機となったのは、30歳手前頃で、顧問の方が休職され
たことで、当時の上司に「今後、海外で営業するか、国内で
業務するか。どちらがいい？」と聞かれたときでした。私は、
家庭と仕事の両立を考え、「内業にします」と返事をしました。
その後、数年、契約や営業事務が続くことになりました。

職場と、個人に仕事が付いて裁量が大きい研究職の職場とで
経験していますが、やりやすさは周囲が育児中の同僚に慣れ
ているかと、人間関係が大きかったです。育児休業は１歳ま
で可能でしたが、２回とも生後半年で復帰しました。早めた
理由は、やはり長く留守をするのが怖かったのは否めません
が、健康面で後悔する思いもあります。若い方には、産後は
しっかりと休むように、管理職の方々には、復帰できるのか
という不安を与えずに休ませられるように、お願いしたいで
す。
　実家ヘルプ無しの育児の上で助かったのは、圧倒的に職住
保育園近接と、時間休の制度、あと泊り出張は多かったもの
の転勤が無かったことでした。共稼ぎの同僚（男女問わず）
からの情報も助けになりました。当時は近くの認可園に産休
明け保育が無く、医療関係の保護者の利用が多い24時間保
育可能な認可外の園を頼り、学童保育合わせて13年間、災
害対応時など本当に助けられました。
　41歳のとき、乳癌で１か月休職、３ヵ月ほど時短勤務を
しました。その直後に研究職を外れて、研究者としてはブラ
ンクになっています。乳癌については、30代から検査した
方が良いと思います。私はエコーで見つかり、幸い抗がん剤
は必要なかったのですが、その後7年ホルモン治療を続けま
した。まだ子どもも小さく人生で大事なことは何かを考え込
む時期でした。研究職には3年後に戻り現在に至ります。
　職員の健康管理は人手不足で高齢化している現在、成人病
のリスクも高くなり、男女関わらず非常に大事だと思います。
癌は検診で見つかる事が多く、治療しながら働き続ける病気
になっていると感じます。脳梗塞でも人によっては後遺症な
く復職しています。
　働き始めて30年を超え、50歳を過ぎたあたりから、頼り
にしていた先輩や先生方が、次々と引退したり、亡くなって
しまったり。ただ、長く働いていると、職場の内外（特に職
場外）に人とのつながりが多岐に増えていると思います。ま
た近年は、ずっと年下の人と仕事や研究で組む場面が増えて
きました。あくまで一般論ですが、大きな年齢差があっても、
相手が女性だと人間関係がフラットになり意見を言いやすい
ようです。委縮して意見が言えないとチームとして失敗の元
となりますし、初めて、女性であることが良い事かもしれな
いと感じています。
　個人的な話題ばかりになりましたが、以上です。聴いてい
ただいて、どうもありがとうございました。

　36歳のときも転機でした。パスコインターナショナルが
親会社に吸収され、パスコへ移籍しました。当時、会社は海
外に拠点をつくる目標を掲げ、海外事業を拡大していました。
そのタイミングで、海外政府機関発注の案件を入札すると
いった業務にシフトしていきました。この時点から仕事に重
心を置いて、海外との時差もあり、かなりの長時間労働を続
けることになりました。
　2013年頃には、JICA（独立行政法人国際協力機構）案件で
リモートセンシング研修をインドネシアや東京で実施する業
務をこなすなど、非常に達成感のある仕事ができていました。
　そして、2014年、いまの会社の新組織の話が持ち上がっ
たとき、私に声がかかったのです。
　新しい仕事も、去年ぐらいまででようやく落ちつきました
が、現在は両親の介護のため、東京の自宅と、実家（茨城）
を行き来し、リモートワークを実施しています。

　最近は、女性が働きながらもいろいろ
なライフイベントやステージに合わせて、
時短や休みなど取得できるようになって
きています。私の所属する組織でも、働
きやすい環境になってきていると思いま
す。
　そして、私の経験では、「転機」など
で仕事を続けるのが大変なときには、ぜ
ひ声を上げて、上司、仲間、友達に相談
するのが１番大切だと思います。
　ご清聴ありがとうございました。

これまでの人生を振り返ると、自分の働き方の変化は、政府の施策とリンクしていることを実感。

第6回 東測協「女性の会」Web座談会

時代状況、ライフステージ、制度。私の事例

Where there is a will, 
there is a way

第2部【講　演】 測量業界で、お仕事でもプライベートでもしなやか
にご活躍されている２人のゲストスピーカーにご経
験を語っていただき、参加者皆で拝聴しました。女性の働き方・私の例 国土地理院 地理地殻活動研究センター  岩橋 純子

株式会社サテライトイメージマーケティング  田村 洋子

〈プロフィール〉1968年、奈良県生まれ。1990年に大阪市立大学理学
部地学科卒業後、建設省（現・国土交通省）国土地理院に技官として入省。
地理調査部を経て研究職の道に進み、2002年には千葉大学で博士号を
取得。現在は、同院の地理地殻活動研究センター地理情報解析研究室
で主任研究官を務める。

〈プロフィール〉1965年、茨城県生まれ。神奈川大学外国語学部卒業後、
百貨店勤務を経て、1988年に㈱パスコインターナショナルに入社。2014年、
現職の㈱サテライトイメージマーケティング代表取締役社長に就任。

政府の主な女性活用のための政策

ワークライフバランス

1986年
男女雇用機会
均等法が施行。
この法律は以降1997
年と2006年の2回にわ
たり改正されることと
なる。

1994年 2010年 2015年
女性活躍
推進法施行。
女性の活躍に関する
取組の実施状況が優
良な企業については、
申請により、厚生労働
大臣の認定「えるぼし」
を受けることができる。

内閣総理大臣官房
（総理大臣の大臣官房）に

男女共同参画室
を設置。

安倍内閣が
2020年男女
管理職率30％
目標を設定。
（2003年男女共同参
画推進本部決定、第3
次男女共同参画基本
計画2010年決定）

就職
22歳

転職
23歳

結婚
24歳

転機
28歳

転機
42歳

転機
49歳

茨城へ転入
55歳

転機
36歳

Index
1. 子供時代……昭和の家族と働く母など
2. 進学……地方女子の進学事情、大学生活
3. 就職……地方女子が初めて社会を垣間見る
4. 学位取得と職転（職場内）……記憶に残る出会いなど
5. 出産・育児……公務現場の制度の紹介
6. 災害・病……ピンチの経験談を少し
7. 長く続けた後 ～老いと向き合う……50代、色々あります
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女性が長く活躍できる職場に必要なものはなんでしょ
うか？

Web座談会開催後の9月30日から1週間、参加者を対象にプログラ
ムに関する感想を把握するため、Googleフォームで事後アンケート
を実施。35人に回答をいただきました（回収率61％）。調査結果は
今後の「女性の会」会合を行なう際の参考にしたいと思います。

　今回のWeb座談会は2時間
30分にわたりました。

　第1部では、女性の活躍の土台の不十分さが浮き彫
りになり、意識改革と環境整備が、どの職場でも必要
とわかりました。第２部の講演では、田村氏、岩橋氏
の貴重なお話から多くの気づきと励ましをいただき、
また、長く活躍する中での仲間や周囲との協力と感謝
の大切さも改めて感じました。そして第3部ではアン
ケートと質疑応答を通じて、１人ひとりが活躍する
にはどうすればいいのかを考える良い機会になったと

思います。理想に近づくためには１人ひとりが意識を
高めていくことと絶え間ないスキルアップが大事です。
ただし、頑張りすぎず「ぼちぼち」でいくことも大事
で、それを受け止める環境整備も重要です。このこと
も今回、深掘りできたことでした。
　なお、今回の会合は57名の参加となり、女性の長
期的な活躍についての関心の高さを確認できました。
同時にWeb座談会の可能性と課題を実感する機会に
もなりました。参加者の皆様には、お忙しいなか、あ
りがとうございました。

•Web開催は参加しやすくとてもありがたい
•自分以外の参加者の悩みを知る事ができた
•同じ業界でも他社の方のお話は多くの気づきがあった
•小規模の座談会ならではの貴重なお話を伺えた
•自分自身が育児しながら介護の必要も出てきているの

でスピーカーのお話が非常に参考になった
　……など

•測量現場の女性技術者の話も聞いてみたかった
•多くの参加者で意見交換できるともっと良かった
•悩み、課題にもっと踏み込んで欲しかった
•できれば、男性経営者、男性の参加者、人事担当者の

意見も聞いてみたい
……など

•女性の本音の特集
•家庭や子供を持たない女性の働きかたやスキルと人間

力の向上について
•中途採用女性（中年）が活躍するためには
•長く活躍している一般職女性の事例
•測量部署にいるが、女性は私ひとり。実測作業に携わ

る若手女性社員が多くいる会社の事例を知りたい
•出産や育児ができない女性もいるので、女性特有の問

題や女性を支える女性についても取り上げてほしい
……など

プライベートを大事にすることを、会社の人たちにど
う理解を求めるべきでしょうか。

仕事がうまくいかないとき、気持ちをどう切り替えて
対応していきましたか。

　　　　育児中の同僚への「慣れ」も大きいと思いま
す。管理職の方も職員たちの組み合わせなどをうまく
考えていくことが重要だと思います。あとうちの職場
の場合は、男性の育休制度が始まったころに最初に取
得したのがキャリアの課長クラスの男性でした。色々
大変だったのではと思いますが、率先して道をつけた
のだと思います。

　　　　研究では、不可解なデータが出たりとか、考
えがまとまらないときは、とにかく文献などにあたっ
て情報をいっぱい集めます。それでも打開できないこ
ともありますが……。とはいえ、仕事は仕事ですので、
職場と家では切り替えるってことは大切。ただし、最

　　　　私はいま、実家に帰るとき、コロナでバスが
減便になっていて、ちょっと早めに会社を出るんです。
その事前の調整とか迷惑を最小限にする準備はやって
います。しかし、会社としても、システムで対応する
ことも大事です。たとえば、いまは、どこの部署でも
代表のメールアドレスみたいなのを持っていて、外部
からの問い合わせは、まずそこで受け、担当者が休み
のときはバックアップ側がシステマティックに対応す
るということをされているようです。

　　　　周囲の人に話したり、相談するのが１番です。
そのためにも、周囲に話し合える仲間やチームづくり
をしていくことも大切です。そのなかに、自分にない
ものを持っている方、自分ができないところを補完し
てくれる方がいることは重要だと思います。自分に足
りていないところを持った人と一緒に仕事をすると、
成果が出るものです。

近テレワークで家のなかにも仕事が入ってきて気持ち
の切り替えがしづらくなっています。そんなとき、意
外と効くのが、お昼休みの散歩とか運動ですね。体を
動かすと心の健康にもいいような気がしています。

　　　　いま丁度、働き方改革として話題になってい
るテレワークの導入などで、場所や時間に拘束されな
い環境づくりが可能になってきていますが、これが女
性へのライフステージ･イベントとうまくかみ合って、
仕事の量を減らしたりとか、さまざまな都合をつけら
れるような仕組みができていくと思います。そこに注
目していくのが重要かと思います。

　　　　女性の人生って、本当にいろいろとあります。
出産、育児、介護とか……40 ～ 50代でも、更年期
など、女性であることが大きい問題になることもある
でしょう。自分の裁量の範囲にはなりますが、やはり
長時間労働は避け、時間に縛られずに効率よく働ける
よう、各自いろいろアイデアを出していくことが大事
なんじゃないかなと思います。
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仕事とプライベートの両立について

仕事の進め方について

第3部【質疑応答】 【まとめ】
参加者からの疑問と回答

今回の座談会のテーマに即した事前アンケートを参
加者の方々に実施。その結果から見えてきた問題
をゲストに対して質問しました。
＊事前アンケートの対象は67名（過去年度の参加者含む）。44名から回答あり。

《事後アンケートをもとに》

取り上げて欲しい内容やご意見

課題点

良かった点第１部 【調査レポート】について

第2部 【ゲスト講演】について

第3部 【質疑応答】について

コメント感　想
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なった
34人

参考に
ならなかった
1人

その他
1人

97.1%

2.9% 2.9%

参考に
なった
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参考に
ならなかった
2人
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1人

5.7% 2.9%
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特集　測量設計業におけるDXを知ろう

　皆さんはお買い物をするとき、FAXで注文しますか？　ネ
ットで注文しますか？
　多くがネット注文なのではないでしょうか。
　しかし、企業間では未だにFAXが多く利用されています。
弊社でも数年前まではFAXによる受注を主とした業務が行わ
れていました。商品名も単位もバラバラな、独自のフォーム
で送られてくるFAXを、受注担当者が読み解いて登録をする
という、職人技とも言える作業です。
　弊社ではコロナ禍以前からリモートワークを導入し、週休
３日を目標として業務の効率化と共有化を進めてきました。
その中でFAXで注文を受け、決まった担当者が処理をする受
注業務には、業務の集中や引継ぎの難しさなど多くの問題が
ありました。
　そこでお客様にもわかりやすく、さらに受注を簡素化する
方法はないかと模索し、Web上で受注から納期回答、納品
書の発行までを行えるONLINE SHOPを開設致しました。

私は昨年よりこのONLINE SHOPを含む業務のデジタル化
を担当しています。
　単にFAXからWebサイトに受注方法を変更するといって
も、問題は様々ありました。
　まず着手したのは、ONLINE SHOPで受けた受注データ
を、１日に数回、受注管理システムへ登録する流れを作るこ
とでした。 しかし、ONLINE SHOPの既存機能だけでは、
受注業務には必須である、希望納期などの一部データが転送
できなかったのです。そこでRPAを使ってONLINE SHOP
からそれらのデータを取り出し、受注担当者へ共有するとい
う仕組みを作りました。
　さらに、受注管理システムからONLINE SHOPへ納期デ
ータを送り、お客様へ自動で納期回答メールを送信する流れ
を作ることで、受注担当者の手間を減らしました。
　このような業務のデジタル化を行ってみて、業務内容が簡
潔になったとしても実務担当者とコミュニケーションをとり
目的意識を共有できていないと成功はないと感じました。
　複雑なように見えても担当者には慣れたワークフローであ
り、一方的にフローを変更しても協力を得られず、失敗して
しまいます。今後も働き方が変化する中で、どんな業務も
DXは不可欠です。業務担当者もDX担当者も、同じゴールを
見据えられる改革を進めていきたいと思います。

受注業務のDX

　弊社は昨年から国土交通省が進める３D都市モデル整
備・活用・オープンデータ化のリーディングプロジェクト

（Project PLATEAU）に参画し、東京23区及び全国14都市の
モデル構築を行いました。そして、今年度はユースケースを
実装した3次元都市モデルの構築を主として、私は点群デー
タを用いた都市モデルデータ作成業務に従事しています。
　取り組んでいる１つの事例として、自動運転のサービス支
援が挙げられます。高精度な地図と３次元都市モデルを組み
合わせることで、周囲の景観や建物に含まれる属性情報を活
用しながら自己位置推定の検証を行っています。
　そのためには、精密な都市モデルの構築が重要であり、現

　KIMOTOでは建設業並びに建設コンサルタント業のお客
様に建設DXとして様々なご提案を実施し、多くのお客様か
ら下記のようなご発注を頂いております。

①360度写真撮影並びにUAV撮影業務
②地上レーザ、MMS、SLAM等でのレーザ計測業務
③360度写真を使用したKIMOTO360Editorでの
　現場管理
④360度写真を活用したStructionSiteでの現場管理
⑤BIM/CIM用3次元モデル作成
⑥UAV撮影写真からのSfM作成
⑦航空写真や点群からの数値地形図作成
⑧各種シミュレーション用データ作成

実世界をより詳細に、かつ効率的に計測することが求められ
ます。これらを考慮した場合に、計測箇所によって使用機器
を併用しながらシームレスにデータを取得するように心がけ
ています。
　例えば、上空から航空レーザで広域の地形を計測し、地上
の詳細部をMMSや据置型レーザスキャナを併用し、各計測
機器のデメリットを補完しながらデータを取得しています。
また、最近行った計測業務では、地下道を台車型の計測器を
使用し、地上と接続する階段部では手持ちレーザスキャナを
使用して、地上から地下まで繋がったデータの構築の検討な
ど、新しい試みにも挑戦しています。
　しかし、便利なものがあっても用途がなければ宝の持ち腐
れになってしまうように、大事なのは３次元都市モデルの構
築ではなく、データをどう活用するかであると考えます。
　データの活用方法こそ、私のような若手技術者が考案し、
形にしていくことがこれからの社会で求められます。私自身、
まだまだ経験は浅いですが、そんな社会基盤を支える技術者
として新たなソリューション創出の実現に寄与できるよう、
これからも業務に取り組んでいきます。

⑨KIMOTOオリジナルの建設車両並びに
　人体3Dモデルデータの販売・作成
⑩完成予定3Dパース作成
⑪3Dモデリングデータを活用した
　AR・VRコンテンツ販売
⑫発注者や住民説明用の動画作成
⑬ 大規模点群のビューワーソフト販売
⑭ LTOを使用したData Storage Service

　最近では令和3年度BIM/CIM活用業務でのリクワイヤメン
ト案件の受注も始まり、BIM/CIM用3次元モデルの作成はも
ちろん、対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）に使用
する動画作成やARコンテンツを販売することで、その場所
に行かなくても現況と工事後のイメージが確認出来、誰が見
ても分かりやすい3次元データの活用に取り組んでいます。
　KIMOTOでは『世の中の役に立つような仕事をする』を
目標にし、社会インフラを支える建設業並びに建設コンサル
タント業の方々が、少しでも働きやすくなるように、様々な
デジタル技術を武器に生産性の向上や省人化のサポートを今
後も続けていきます。

　COVID-19をきっかけにして、世の中での働き方に大き

な変化が生まれました。当社においても世の中の変化に柔軟
に対応していくことを念頭に置き改善活動を行っております。
　その中で営業におけるDXとして、「顧客台帳」と「新規案
件進捗管理」をデジタルで一元化構築する改善活動への取り
組みを行いました。
　まず「顧客台帳の一元化」について、これまでは、取引条
件・販売実績・取引単価などの各種一覧情報が独立情報とな
っており、顧客単位での情報一元化をする必要があると考え
ました。

　様々な産業でデジタルトランスフォーメーション（以下
DX）が推進されており、測量設計業でもDXに向けた取り組
みが進められています。
　私は現在、MMS計測や地上レーザ測量に関する業務を中
心に、道路事業や点検・維持管理等のインフラ分野にて高精
細・高精度な３次元点群データの取得、データ解析に従事し
ています。
　今回、ご紹介する事例は「ICTを活用した除雪機械の情報
化施工」です。
　寒冷地での除雪作業は、冬季の交通ネットワーク確保が非
常に重要であり、近年では異常気象による暴風雪等の冬期災
害が頻発し、長期間の通行止めが増加傾向にあります。また、
除雪機械の運転は難しい操作が必要であり、経験と熟練した

技術が必要になりますが、熟練技能を有した技術者の高齢化
や若年労働者の不足により、担い手の確保が重要な課題とな
っているため、生産性・安全性の向上と省力化を図っていく
必要があります。
　本事例では、MMSで除雪対象となる幹線道路を車両計測
し、高精細な３次元点群データを取得しました。取得したデ
ータから、除雪機械の走行を支援する車道中央線、路側帯等
の道路基盤データを三次元ベクトルデータで作成し、さらに、
投雪禁止箇所やマンホール・電柱等の道路付属物等は障害物
情報として、ガイダンス装置に搭載しました。除雪機械は衛
星測位情報をもとにリアルタイムに位置情報を取得し、路側
端や障害物への接近情報をモニターと音声で運転者にガイダ
ンスすることで、除雪作業の効率化と安全性が確保されます。
今後は、ガイダンス装置の改良と除雪機械の自動運転化に向
けたマシンコントロール化の検討が進められます。
　最後に、「地図」は元々人間が読むものでしたが、自動運
転や無人化施工等のロボットが必要とする高精度な地図の需
要は今後もさらに増えていくことが予想されますので、新し
いセンシング技術等を駆使し、測量設計業でのDX推進に取
り組んでいきたいと思います。

私たちの DXへの取り組み
《若手・中堅技術者からの投稿》

特 集 

データをどう活用するかが
未来を拓く

株式会社きもと
営業本部 IoT-7

西川 一城（にしかわ・かずき）

情報共有の取り組み
～顧客台帳と新規案件進捗管理～

株式会社きもと
管理本部
Automationプロジェクト

佐藤 香菜（さとう・かな）

株式会社きもと
DigitalTwin事業部

野口 欣文（のぐち・よしふみ）

KIMOTO 建設DXの取り組みについて

追いかけて雪國
～ICTを活用した情報化施工～

国際航業株式会社
公共コンサルタント事業部
空間基盤技術部 
デジタルセンシンググループ

濵﨑 達眞（はまざき・たつま）

国際航業株式会社
公共コンサルタント事業部
空間基盤技術部
基盤情報グループ

川又 楓太（かわまた・ふうた）
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特集　測量設計業におけるDXを知ろう

　コロナウイルス禍をきっかけとして在宅勤務が拡大した
中、DX(デジタルトランスフォーメーション)という言葉を
ニュースやSNSで耳にすることが増えてきました。しかしな
がら、DXという言葉は、明確な定義が国や機関によって様々
で、まだ固まっているものはありません。だからこそ、大手
企業の先行事例はニュース等でよく耳にはするけれども「具
体的に何をしていいか分からない」というお話をきくと、同

時にこの悩みは私たちの事業部でもあります。
　私は現在、航空レーザーやMMS等から取得された点群デ
ータの加工編集、BIM/CIMモデルの作成及び、GISに関す
るデータの加工編集を行う事業部に所属しております。事業
部では昨年の8月からお客様がWebで必要な項目を入力する
ことによって見積するシステムを導入しています。お客様に
Web上でログインしていただき、要件、要望を入力してい
ただき見積もりを提出するシステムになります。
　システム導入以前は、見積書を提出するまでにお客様と打
合せやメール、電話等にて連絡をとる事が当たり前で、多く
の時間を割いていました。導入後は大きくワークフローが変
わり、お客様とコミュニケーションをとらずに見積書を提出
できる場合が増えてきています。もちろん不明点については
質問することもありますが、それでも導入前と比較すると見

　続いて、「新規案件進捗管理」について、製品ごとでの新
規案件管理となっており、案件情報や案件の進捗が一部の営
業しか分からず、全体像を把握することが出来ておりません
でした。そこで、アプリケーション開発を行えるグループ会
社（瀋陽木本実業有限公司）と連携し、営業全員が案件ごと
に簡易的に情報記入できることで、新規案件の一元管理のシ
ステム構築を行いました。
　結果としまして、営業メンバーの新規案件進捗への意識改
善が進んだこと、また成功事例や失敗事例の共有、分析への
活用も含めて営業会議内容にも変化が生まれてきています。
今後も従来の営業活動に加えてデジタルとの融合を図りこれ
まで以上の改善活動を進めて参ります。

　この改善に着手するために社内の自動化プロジェクトと連
携し、RPAを活用し、売上データなどの情報を自動更新する
ことにより常にフレッシュな情報を保ちながら、顧客台帳の
一括表示を可能としました。具体例として、１顧客あたり
10種類程度の事項を収集した際に、収集に30分程度の時間
を要していた部分が、改善後には即座に把握することを可能
としました。
　知りたい情報を一目で把握でき、他の業務に注力する時間
の確保ができるようになり、顧客に対する初期対応幅の向上
にも繋がってきております。運用を開始して間もないですが、
週に数回確認する担当者もおり、都度確認項目が異なる場合
も集約した情報を見られることからメリットを感じておりま
す。今後、他事業部への展開も予定しております。

　一方で、リモートワークには、“空間的な距離を縮める”
メリットもあります。具体的な事例として、茅野市をフィー
ルドとしたアイデアソンイベントがあります。このイベント
は、茅野市から事前に地域課題を提示頂き、当社の社内アイ
デアソンにて解決策を創出し、検討結果を茅野市と意見交換
する、というものです。この一連の取組みすべてを、オンラ
インで実施しました。社内アイデアソンでは、全国拠点の若
手・中堅社員でチームを組むことで、希薄になっていた横の
繋がりを作る機会にもなったと考えています。
　また、茅野市との意見交換の際にも、オンラインの特性を
生かし、対面のように人数制限を設けることなく、社内外の
多くの方々に参加頂きました。まさに、リモートワークの強
みが発揮された良事例と思います。
　今後も、職場環境のデジタル化が進み便利になると思いま
す。一方で、就業時間に応じた評価・給与のウエイトを下げ、
“成果主義”を導入するなど、働き方に合わせた評価の変化
も必要だと考えます。私も、デジタル化による働き方の変化
に対応するとともに、新たな価値を生み出せるようDXに取
り組んでいきたいと思います。

　私が「デジタルトランスフォーメーション」というキーワ
ードを聞いて、最初に頭に浮かべたことは、“働き方の変化”
です。新型コロナウイルスの感染拡大から約2年。リモート
ワークやWeb会議が普及し、働く場所を選ばない環境が整
ってきました。当社では、感染被害が落ち着いてきた現在で
も、社内申請の電子化やRPAの導入など、出社率の低減を継
続しています。
　リモートワークの普及により、“対面”が著しく減少しまし
た。その結果、社内外の人間関係の“希薄化”が、起こって
いると感じます。コロナ禍以前であれば、“周囲の雰囲気を
つかみながら”きめ細かにできたコミュニケーションも、カ
メラ越し、または、メール・チャットの文章から感情を読み
取ることが難しく、“気疲れ”を感じる場面が多くなりました。

　私は、当社の製品に不具合が発生した際、製造記録や検査
記録等、様々な記録（データ）を利用するなどし、不具合発
生の原因を追及・改善し、製品の品質向上、生産安定性の向
上に反映する品質保証業務に従事しております。
　紙媒体への手書き記録やExcelに入力した記録等の記録方
式が異なるデータを統合し、活用可能なデータとする作業が
業務において必要となりますが、非常に煩雑であるため、そ
の入り口からのデジタル化として、作業現場にて利用する記
録帳票のデジタル化に取り組みました。
　私が取り組む以前にも、タブレットにて入力し、データベ
ースを作成する等の帳票デジタル化の取り組みはありました
が、残念ながら利用し続けるに至っておりませんでした。
　そこで、デジタル化や入力容易化が実現していても使い続
けられなかった原因について検討することとしました。

　過去の取り組み内容を確認した結果、デジタル化は実現で
きているものの、得られたデータを後日利用することを主眼
としたシステムであり、実際に記録する現場作業者にとって
は「今までと違ったやり方」でしかなかったことが使い続け
られなかった原因と考え、今回の取り組みに活かすこととし
ました。
　現場作業者にとって「使い続ける」動機付けとなるものと
して、記録作業時間を低減するために、マスターデータを構
築して記録帳票を単一化、物性測定値の平均値等を自動算出
化し、錯誤を低減するために物性測定値が製品規格値から外
れた場合にはアラート表示等の機能を付与しました。
　これらの現場作業者の負担を直接的に軽減する機能を追加
した結果、今回デジタル化した帳票は既に複数年使い続けら
れており、収集されたデータも不具合の解明等に活用される
ものができました。
　このデジタル化帳票以外にも、作業担当者自身が作業とタ
ブレットにて伝票処理を一体として実施する等、当社では
DXへ向けての様々な取り組みがスタートしております。私
も今回の経験を今後の仕事に活かし、周りを巻き込みながら、
更に大きなDXを引き起こしていきたいと考えております。

積時間は減ってきています。
　このWeb見積システムは、元々はワークフローの改革と
いう事で事業部では始めましたが、結果的にはIT技術を活用
し、より良い方向へシフトできていますので、これは私が取
り組んだDXの一例だと考えています。
　今後DXとして取り組む案件が増えていく世の中において、

私たちが取り扱っている空間情報の利活用場面が増えてくる
と思います。必要な物を必要な時に提供できるよう空間情報
の知識はもちろんの事、クラウドやAI、IoTといった、今後
ますます高度化される技術にもアンテナを張り巡らせ、世の
中にDX案件を提供できるよう日々邁進していこうと考えて
います。

放することで、オープンイノベーションを促進させるという
取組みになっています。例えば、民間への開放ではこの3次
元プラットフォームを自動運転用地図データとして活用する
ことによって自動運転に向けた技術革新が加速するのではな
いかと考えています。
　業務では、3次元データ作成の一環として、地上レーザに
よる横断歩道橋の計測を実施しました。実際に歩道橋の3次
元データを作成してみて、現地の様子が視覚的にわかりやす
いことや、任意の寸法がどこでも計測できるといったメリッ
トを改めて感じました。その一方で、3次元点群データは取
り扱うデータ量が多く、処理に時間がかかることが技術面で
の課題だと感じました。
　計測技術が発展し、様々なデータの取得が可能になった一
方で、データ処理に時間がかかることやコスト面など課題
が残されています。今後、技術の進展によりこれらの課題
が解消され、さらにデータが適切に整備され活用が促進する
xROADが進むことによって道路分野がより良い方向に大き
く変化していくと考えます。私自身、入社二年目で経験も浅
いですが、このような取組みに関われるような技術者になり
たいと思います。

　私は入社以来、道路関連の業務に関わってきました。道路
分野では、道路管理者ごとに多種多様な仕様のデータを蓄積
しているため、それぞれのデータを標準化し、連携して活用
できる環境を整備しなければならないという課題がありま
す。この課題を解決するために、3次元データを用いて蓄積
されたデータの最適化を図るDXの推進が求められています。
　道路分野におけるDXの推進には、国土交通省が2022年
度末運用を目指し準備を進めているxROADと呼ぶ新たな取
組みがあります。xROADは、3次元点群データ等を基盤に、
構造物の諸元データや交通量のリアルタイムデータ等、多種
多様なデータを標準化、集約させた3次元プラットフォーム
を構築することで、各種データが活用できる環境を整備し、
利用促進を図るといった目的があります。さらに、民間へ開

株式会社パスコ
東日本事業部 技術センター
道路情報部 道路情報2課

大森 直樹（おおもり・なおき）

道路分野におけるDXについて

働き方におけるDXで明日を共創（つく）る

株式会社きもと
Digital Twin事業部

花田 康之（はなだ・やすゆき）

ワークフロー改革からはじめるDX

アジア航測株式会社
事業創造部
DX事業推進室

守屋 三登志（もりや・みとし）

株式会社きもと
技術本部

江原 賢一（えはら・けんいち）

使い続けられるデジタル化帳票とは



30 31

特集　測量設計業におけるDXを知ろう

　コロナ禍において令和２（2020）年10月に初めて
Web講習会を実施して以来、令和３（2021）年度には
５回の「Web講習会」を開催させていただきました。
　（一社）全国測量設計業協会連合会を通じてご案内させ
ていただきました各県測協会員様、そして東測協会員へ
の案内により、多数の方に参加いただき誠にありがとう
ございました。
　全てのWeb講習会は一定期間内でご都合のよい時間
に視聴いただける（オンデマンドによるYouTube視聴）
ことが皆様より好評をいただき、視聴後にアンケートに
ご回答いただくことで受講証明書を発行させていただく
仕組みです。

　参加者皆様からのアンケート回答等からご意見、ご要
望をいただき、講習会全般について回を重ねるごとに改
善を図ってまいりましたが、未だ不十分な部分もござい
ます。
　より皆様に参加しやすい環境についてご期待に沿える
よう今後も努力してまいります。
　令和３年度開催の第１回から第４回までのアンケート
回答結果の一部をご紹介させていただきます。
　なお、第５回Webアンケート回答時期と本会誌編集
時期と重なった為、アンケート回答結果の掲載に至りま
せんでしたのでご了承願います。

第１回Web講習会

測量新技術講習会（第１回）
令和３年５月21日（金）～31日（月）視聴期間

（一社）東京都測量設計業協会 技術委員会 地籍推進部会担当主 催

◉ CPDポイント：測量・設計／６ポイント

講習会
内容

賛助会員による地上型レーザ・UAV・点群データ・SfM等の
測量新技術の説明と事例紹介です。

○横浜測器 株式会社  ○株式会社 久永  ○山下商事 株式会社  ○株式会社 ジェノバ  ○アイサンテクノロジー 株式会社 
○福井コンピュータ 株式会社  ○株式会社 ニコン・トリンブル

アンケート
回答結果 会   員県測協

一  般

59%40%

1%

うち、アンケート回答数：731名（81%）

1 参加者数について
参加者分　類

会　員 539
県測協 358
一　般 8
合　計 905

第2回Web講習会

測量新技術講習会（第2回） 令和３年６月21日（月）～６月30日（水）視聴期間
（一社）東京都測量設計業協会
　　　技術委員会 空間情報部会担当

主 催

◉ CPDポイント：測量・設計／4ポイント講習会
内容

会員各社より測量新技術において取り組んでいる事業、事例紹介等です。

○アジア航測 株式会社  ○国際航業 株式会社  ○株式会社 パスコ  ○朝日航洋 株式会社

アンケート
回答結果

うち、アンケート回答数：531名（69%）

1 参加者数について
参加者分　類

会　員 457
県測協 305
一　般 8
合　計 770

会   員県測協

一  般

59%40%

1%

2 職種・経験について

人数 人数項   目
測量・設計 488 5
建設・土木 19 8
防　災

項   目
地図調製
その他

11
合　計 531

2-①  所属組織の業種
人数 人数項   目

技術職 502 6
営業職 21 2

項   目
事務職
その他

合　計 531

2-②  現在従事している職種
人数項   目

30年以上 211
20年以上 208
10年以上

項   目
5年以上
5年未満

68
合　計

2-③  関連業務の経験年数

29
15

531

人数

3 講習会全般について（講習全体の満足度）
人数 人数項   目

非常に満足 258 6
まあ満足 317 0
どちらでもない

項   目
やや不満
非常に不満

20
合　計 601

非常に
満足

まあ満足

どちら
でもない

非常に不満やや不満

43%53%

0%
3%

1%

2 職種・経験について

人数 人数項   目
測量・設計 539 16
建設・土木 10 7
防　災

項   目
地図調製
その他

10
合　計 606

2-①  所属組織の業種
人数 人数項   目

技術職 583 4
営業職 7 10

項   目
事務職
その他

合　計 604

2-②  現在従事している職種
人数 人数項   目

30年以上 159 54
20年以上 181 91
10年以上

項   目
5年以上
5年未満

116
合　計 601

2-③  関連業務の経験年数

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2-①

2-②

2-③

測量・設計 93％

技術職 96％

30年以上 27％ 20年以上 30％ 10年以上 19％ 5年未満 15％5年未満
9％

その他
2％営業職 1％ 事務職 1％

防災 2％

その他
1％

建設・土木 2％

地図調製 2％

令和３年度開催
 「Web講習会」を振り返って

特 集 

技術委員会からの報告

（一社）東京都測量設計業協会  技術委員会
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第3回Web講習会

うち、アンケート回答数：347名（69.7%）

公共物管理等の実務講習会
令和３年８月６日（金）～20日（金）視聴期間

（一社）東京都測量設計業協会 技術委員会 公共物管理部会担当主 催

◉ CPDポイント：測量・設計／8ポイント

講習会
内容

1 参加者数について
参加者分　類

会　員 208
県測協 227
一　般 3
自治体職員 60
合　計 498

会   員

県測協

一  般
自治体職員

42%
45%

1%
12%

国土地理院 関東地方測量部長の基調講演をはじめ、公共物管理や用地測量に
関連した内容とトピックスとしてインフラ分野の都市DXに関連した東京都の都市
DX、国交省都市局の都市DX、スマート東京実施戦略、ICT情報化を演題にした
講習会です。

2 職種・経験について

人数 人数項   目
測量・設計 326 3
建設・土木 9 5
防　災

項   目
地図調製
その他

4
合　計 347

32
35

347

2-①  所属組織の業種
人数 人数項   目

技術職 325 5
営業職 11 6

項   目
事務職
その他

合　計 347

2-②  現在従事している職種
人数項   目

30年以上 105
20年以上 117
10年以上

項   目
5年以上
5年未満

58
合　計

2-③  関連業務の経験年数

アンケート
回答結果

人数

第4回Web講習会

地籍調査講習会 令和３年10月８日（金）～18日（月）視聴期間
（一社）東京都測量設計業協会 技術委員会 地籍推進部会担当主 催

◉ CPDポイント：測量・設計／6ポイント

講習会
内容

国土交通省及び東京都による「地籍調査の推進に向けた取組み」、東京法務局に
よる「所有者不明土地問題への対応」、そして全国国土調査協会による「地籍調査
事業費の積算について」等の内容です。

アンケート
回答結果

うち、アンケート回答数：322名（85%）

1 参加者数について
参加者分　類

会　員 173
県測協 197
一　般 7
合　計 377

会   員県測協

一  般

46%52%

2%

2-①

2-②

2-③

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

測量・設計 97％

技術職 96％

30年以上 31％ 20年以上 34％ 5年以上
11％

5年未満
9％

建設・土木 1％

営業職 1％ 事務職 1％

その他
2％

その他
2％

10年以上 15％

2 職種・経験について

人数 人数項   目
測量・設計 311 1
建設・土木 2 7
防　災

項   目
地図調製
その他

1
合　計 322

2-①  所属組織の業種
人数 人数項   目

技術職 308 2
営業職 5 7

項   目
事務職
その他

合　計 322

2-②  現在従事している職種
人数 人数項   目

30年以上 99 36
20年以上 111 29
10年以上

項   目
5年以上
5年未満

47
合　計 322

2-③  関連業務の経験年数

3 講習会全般について（講習全体の満足度）
人数 人数項   目

非常に満足 233 1
まあ満足 277 1
どちらでもない

項   目
やや不満
非常に不満

19
合　計 531

2-①

2-②

2-③

非常に
満足

まあ満足

どちら
でもない

非常に不満やや不満

44%52%

0%
4%

0%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

測量・設計 92％

技術職 95％

30年以上 40％ 20年以上 39％ 10年未満
13％ 5年未満

3％

建設・土木 4％

営業職 4％ 事務職 1％

防災 2％

その他
1％地図調製 1％

その他
0％

5年以上 5％
3 講習会全般について（講習全体の満足度）

人数 人数項   目
非常に満足 119 1
まあ満足 208 1
どちらでもない

項   目
やや不満
非常に不満

18
合　計 347

非常に
満足

まあ満足

どちら
でもない

非常に不満やや不満

35%
60%

0%
5%

0%

2-①

2-②

2-③

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

測量・設計 94％

技術職 94％

30年以上 30％ 20年以上 34％ 5年以上
9％

5年未満
10％

建設・土木 3％

営業職 3％ 事務職 1％

防災 1％

その他
1％地図調製 1％

その他
2％

10年以上 17％
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　高尾山は年間260万人が訪れるミシュランガイド
三ッ星の観光スポットとして、多くの観光ガイドブック
等で紹介されています。高尾山基準点インフラツーリズ
ムでは、今までにない新たなお宝として、三角点、水準
点、御

ご
料
りょう

局
きょく

三角点、宮標石のほか伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

ゆかりの測量
スポットをスマホアプリNaviTabi2）で巡ることができ
ます3)。
　対象エリアは、高尾山を中心として、東側は東高尾山
稜、西側は景

かげ
信
のぶ

山
やま

・堂
どう

所
どころ

山
やま

、南側は南高尾山稜、北側は
北高尾山稜の範囲です（図１）。

（１）三角点スポット
　高尾山周辺には、二等三角点「高尾山」（図２）、三等
三角点「景信山」、四等三角点「小仏城」等があります。
　高尾山（標高599m）からは南方面の展望が開け、特
に冬の時期は富士山の美しい眺めが期待できます。毎年
冬至の頃の日没時のダイヤモンド富士が有名です。小仏
城山（標高670m）や景信山（標高727m）は東方面の
展望が優れ、都心部が一望できます。また、景信山はア
ニメ映画「鬼

き
滅
めつ

の刃」に登場するキャラクター（時
とき

透
とう

無
む

一
いち

郎
ろう

）の出身地の設定であり、聖地巡礼として登山する
人も増えています。

1. 高尾山での基準点
　 インフラツーリズムの楽しみ方

高尾山は三角点、水準点、御料局三角点、
宮標石と伊能測量隊の足跡等の先人達の
測量記録の宝庫

高岸  且基準点研究部会　座長代理

 （SURVEY&TOKYO事務局）

基準点研究部会は、2021年度総会にて旧オリパラ特別部会から改称しました。
我々は測量のプレゼンスの向上を活動目的として、
2015年から東京ブランドアクションパートナーの認定1)を受け

「SURVEY&TOKYO」として測量のイメージアップを図ってきました。
2022年からは、新たに高尾山エリアを起点に測量の魅力を情報発信していきます。

（２）御料局三角点スポット
　御料局三角点は明治時代、国有林の中でも宮内庁御料
局が皇室の財産の森林を管理するために設置された測量
基準点です。高尾山周辺には６か所の御料局三角点を確
認しています。その一つが高尾山薬王院から高尾山山頂
への途中の奥の院不動堂のすぐ上の木道の北側、モミの
木の根元にある御料局三角点「坊

ぼう
ヶ
が

谷
や

戸
と

」（図３）です。

（３）水準点スポット
　基準水準点は、日本水準原点の次に重要な水準点であ
り国内に約80ヶ所のみです。その一つの基準水準点「基
24」が高尾山口駅から徒歩5分程度の国道20号線沿い
の敷地内の緑地に設置されています。
　また、地図に無い水準点標石も残っています。旧甲州
街道沿いの水準点は、1886年（明治18年）頃に設置
されたとされています。その後甲州街道が1888年（明
治21年）に小仏峠を通るルートから、現在の大

おお
垂
たるみ

水
とうげ

峠
を越える道へ路線変更されたことに伴い水準点の役割を
終えています。

（４）宮標石スポット
　標石に「宮」をデフォルメしたマークが刻印されてい
れば、それは明治時代に御料林とされ皇室所有の土地と
した際に境界を明示した宮標石（図４）です。その多くは
現在も国有林の境界石として使用されています。独自調
査では高尾山周辺に70を超える宮標石を確認していま
す。

　令和２年４月から断続的、かつ長期間にわたって実施
された新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言、まん
延防止等重点措置によって、例年春から秋の比較的閑散
期に実施している講習会は、令和２年度の当初は中止・
延期を余儀なくされました。緊急事態宣言がいったん解
除された後の、令和２年８月、10月にリアル開催での
講習会を実施しましたが、参加人数を制限した開催とな
りました。そのため、リアル開催の一部を動画収録し、
10月後半にWeb配信による講習会を実施しました。会
員の皆さんには、講習会の機会を十分ご提供できなかっ
たことと、CPDのご提供が夏以降になったことが反省
材料となりました。
　令和３年は、年初から緊急事態宣言が出される中で、
令和３年度の講習会は、当初からWeb配信を中心とし
て、５回の実施を企画させていただきました。結果とし
て、５月、６月、８月、10月、11月に各１回の「Web
講習会」を開催しました。
　令和元年度から３年度の講習会によるCPD発行可能

数を、図１に示します。発行可能数としているのは、参
加申込者全員が、正しく受講し、受講アンケートを提出
いただいた場合に発行できたであろうCPD数という意
味です。
　令和元年度のCPD発行数はコロナ前の通常年の平均
的な発行数と考えていただいて結構です。令和２年度は、
春の講習会は中止しましたが、秋のリアル開催２回と１
回のWeb開催で、通常年より多いCPDを発行すること
ができました。令和３年度は、全面Web開催とするこ
とで、会員については通常年の3.7倍のCPDを発行する
とともに、友好協会である県測協会員の皆さんに多くの
CPDポイントを発行することができました。
　技術委員会委員の皆さんのご尽力による試行錯誤の
Web講習会でしたが、デジタルトランスフォーメーショ
ンが進められる中で、新たな人材育成の方法を得ること
ができ、協会員サービスとしても有効であったと確信し
ています。令和４年度からも、新型コロナの状況を踏ま
えながら取り組んでいきたいと考えています。

令和３年度の活動総括
吉川 智彦（一社）東京都測量設計業協会　技術委員長

3 講習会全般について（講習全体の満足度）
人数 人数項   目

非常に満足 116 0
まあ満足 183 0
どちらでもない

項   目
やや不満
非常に不満

23
合　計 322

非常に
満足

まあ満足

どちら
でもない

非常に不満やや不満

36%
57%

0%
7%

0%

図１：東測協講習会CPD発行可能数
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図１　高尾山基準点インフラツーリズムマップ

図3　御料局三角点「坊ヶ谷戸」

図４　宮標石（南高尾山稜の草戸山）図２　基準点カード　二等三角点「高尾山」

（１）伊能忠敬第7次測量隊
　伊能忠敬第７次測量隊は九州北部を測量した後、江戸
までの帰路で相模国から小仏峠を越え、1811年６月25
日(新暦)に小仏宿から八王子横山宿までの区間を測量し
ています。
　その際に、旧甲州街道から南に約1.5㎞、標高約
520m（標高差約300m）の山中に位置する高尾山有

う
喜
き

寺
じ

薬王院(以下、薬王院)を測量しています。伊能忠敬測
量日記4）から、薬王院の測量は、先発隊の坂

さか
部
べ

貞
てい

兵
べ

衛
え

（副
隊長）ら５名にて行われ、甲州街道の測量は後発隊の伊
能忠敬隊長ら５名で行われたことがわかりました（図5）。
　坂部副隊長らは小仏宿から出発し上

かみ
椚
くぬぎ

田
だ

村
むら

落合（現在
の八王子市高尾町落合）を経由し、尾根道を無測（測量
せずに）で薬王院まで登っています。測量は薬王院仁王
門前からの下山時に行われ、参道沿いを測り、金

こん
毘
ぴ

羅
ら

台
だい

近くの二十一丁目の分岐から北側の支尾根を測量しなが
ら下っています。資料をもとに、我々は後発隊の伊能忠
敬らが旧甲州街道の高尾山追分（現在の八王子市裏高尾
町荒井バス停近くの梅郷橋付近）に残した目印を目標に
して測線を結んだと推定しました（図6）。

（２）実地調査の方法
　伊能大図（東京90）5)において当時と現在で変化がな
いと考えられる地点をGCPとして、ヘルマート変換(相
似変換）で地理院地図にジオリファレンスしました。測
量は2班に分かれて実施されたことから、薬王院ルート
と甲州街道ルートのそれぞれ別に座標変換することが必
要でした。地理院地図に空間参照された伊能大図に記載
された測点をGNSS測量と測点間の視準の可否を現地で

検証（図7）しました。

（３）位置精度の評価
　伊能図大図の縮尺は3万6000
分の１であることから、現在の
地図精度でも標準偏差で25mが
許容されますが、相対的な位置
精度は0.9m ～ 2.9mであること
から非常に精密に記録されてい
ることが確認できました。薬王
院ルートと甲州街道ルートのそ
れぞれのジオリファレンスによ
る精度の結果は以下の通りです。

•薬王院ルート（薬王院－梅郷橋　2.3㎞）
　GCP4点　平均二乗誤差0.9m
•甲州街道ルート（小仏峠－八王子　13.5㎞）　
　GCP8点　平均二乗誤差2.9m
　一方、課題も確認されました。測量成果を伊能大図に
地図編纂(地図調整)する際に、旧甲州街道に沿った小仏
川や山道等が描写されたために、坂部副隊長による薬王
院ルートの測量成果が南側に転移されたようです。その
結果、伊能大図に描かれた薬王院は実際の位置よりも約
250m（図上で約7㎜）南側に描画されていることが確
認されました。ただし、21万5000分の1に縮小編纂さ
れた伊能中図では、この差は概ね許容される範囲と考え
られます。
　このことは、デジタルマッピング技術が一般化するま
で続いた測量技術者のジレンマに共通します。

（４）伊能測量隊の足跡
　主な伊能測量隊の代表的な足跡をご紹介します。
①小仏宿での天測点
　1811年６月24日、伊能忠敬測量隊が小仏宿に宿泊
時の夜に北極星を観測したと推測する場所です。天測
点の北側は標高差300mの尾根が迫っていますが、仰角
30度以上は天空が開けているため、約36度の北極星の
観測はできたようです。
②薬王院仁王門前
　薬王院仁王門の階段下は、伊能忠敬測量隊の坂部副隊
長らによって測量が開始された場所です。この場所は都
道189号線の終点となっています。
③二十一丁目
　薬王院から金毘羅台近くの二十一丁目までの参道は、
導線法（距離と角度）で繋いでいます。ここから北側の
旧甲州街道との合流点である高尾山追分（梅郷橋）まで

図５　伊能忠敬測量日記（抜粋）

2. 伊能忠敬は高尾山を
　 どのように測量したのか 

高尾山基準点インフラツーリズム

【凡例】
1 案内所
2 標石
3 宮標石
4 境界石
5 伊能測量隊
6 公共基準点
7 図根点
8 御料局三角点
9 水準点

10 三角点
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は支尾根と支尾根を渡り、谷を跨いだ測点を交会
法（複数点からの角度）にて測量したと考えられ
ます。
　現在は二十一丁目から北側の支尾根は樹木が生
い茂り、視通がききませんが、当時は測量隊が立
てた梵天（測量ポール）を視準することができた
と推測しています。
④高尾山追分（梅郷橋）
 「高尾山追分」という地名は現在なく、伊能忠敬
測量日記に記載された名称です。上記の二十一丁
目と旧甲州街道を結ぶ南北の測線の接続点で、後
発隊の伊能忠敬が目印として梵天（測量ポール）
を立てたと推定する場所です。近くには、数百年間から
鎮座していると伝えらえる高尾天満宮があり、現在も高
尾梅郷の天神梅林として梅の名所です。

３．まとめ
　高尾山基準点インフラツーリズムと伊能忠敬測量隊の
足跡を紹介しました。これらの記録は、NaviTabiアプ
リ内で「基準点インフラツーリズム高尾山」として公開
しています。スマホをもって豊かな自然の高尾山で、先

【参考・引用】
1）  東京ブランド公式サイト  https://andtokyo.jp/ （ブランドアクション

パートナー登録番号：A-000287、ロゴ使用許諾番号L-000596）
2）  NaviTabi： https://navitabi.co.jp/
3）  高尾山基準点インフラツーリズム：高岸且　地図中心2020年8月号
　　(通刊587号)（一財)日本地図センター発行
4）  伊能忠敬測量日記第7次測量：佐久間達夫著　国立国会図書館蔵
5）  伊能図大図(90)：InoPedia、米国議会図書館デジタルアーカイブ

■部会構成メンバー（2022年1月現在）

座長：岩松俊男（東測協）、座長代理：高岸且（株式会社
パスコ）、羽鳥良子（株式会社きもと）、千野敬史(昭和株
式会社)、渡邉淳（株式会社中庭測量コンサルタント）、佐
藤浩一（株式会社八州）、小林健治（東日本総合計画株式
会社）、鈴杵達士（株式会社ＵＲリンケージ）、以上8名。

人達の測量記録を発見してください。
　現地の情報案内として、高尾山口駅前ホテル「タカオ
ネ」や裏高尾町旧甲州街道沿いの珈琲自家焙煎の店「ふ
じだな」にもパンフレットの配布等にご協力頂いていま
す。

　本部会は、会員企業の発展に寄与できるように、測量
事業の社会貢献を分り易く説明するとともに、測量業の
プレゼンスの向上を図ってまいります。

測量ルート

登山ルート

移動ルート

図６　伊能測量隊の高尾山薬王院の測量ルート

図７　高尾山薬王院前でのGNSS測量（中庭測量コンサルタント大木場裕之氏）
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　令和３年１月21日（木）～ 22日（金）に行われた東京都建
設局「災害対策科」研修への支援要請に協力しました。
　総務委員会 三角委員長代行が「災害時の取組み(測量)」
と題して１月21日（木）10：00 ～ 11：00まで講演を行い
ました。
　今年は新型コロナ対策としてWeb(Zoom)研修により26
名の参加者がありました。

　令和３年６月３日（木）、測量年金会館において、第47回
定時総会を開催しました。
　総会では、全測連方波見会長の来賓挨拶、岩松会長の挨拶
の後、令和2年度貸借対照表、同正味財産増減計算書及び収
支計算書が承認されたほか、令和2年度の事業報告がありま
した。
　このほか、報告事項として、令和３年度の事業計画と収支
予算書の説明がなされました。
　総会終了後、昨年、国土交通大臣表彰を受賞された木本和
伸氏にお祝いの贈呈、また、これまで当協会の活動や発展に
貢献された三角禎夫氏へ会長表彰を行いました。
　今回の総会では、検温や席間の離隔確保などの新型コロナ
ウイルス感染症への対策を十分にとったほか、例年総会に合
わせて開催しておりました講演会・懇親会については、感染
症拡大防止のため見送りました。

　令和３年３月４日（木）、令和２年度災害対策訓練を実施。
当協会の災害対応の規範となる「災害時における緊急対策マ
ニュアル」に基づき、災害対策本部立ち上げ訓練及び連絡訓
練を行いました。
　会員の皆様のご協力をいただき、充実した訓練をすること
ができました。ありがとうございました。
　今回の訓練の状況を検証し、改善に役立ててまいります。

　令和３年５月26日（水）、岩松会長と松林、野﨑両副会長
が参議院議員会館に足立敏之参議院議員を訪問し、2022年
参議院議員選挙に向けて同議員への推薦状をお渡ししました。

足立敏之議員に2022年参院選に向
けて推薦状をお渡ししました【会長】

東京都建設局「災害対策科」研修への支援 第47回定時総会を開催しました

令和２年度 災害対策訓練を実施
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　令和３年11月15日（月）、今年度の東京都財務局との意見
交換会をオンラインで行いました。都財務局から、小泉契約
調整担当部長、松永契約調整担当課長、高柳契約調整技術担
当課長ほか、経理部の職員の方々、当協会から岩松会長、松
林・野﨑両副会長、総務・広報各委員長・技術委員長代行が
参加し、以下の事項について要望と意見交換を行いました。
１．品質確保に向けた取組みについて

1-1　最低制限価格制度の本格導入
1-2　技術力をより一層反映した総合評価方式への制度見

　　直し
1-3　都内に本社を有する企業を入札参加条件とする発注

　　業務の確保
２．新しい日常下における受発注者間の取組みについて

2-1　履行期限の平準化、適切な履行期間の確保
2-2　行政手続きにおけるデジタル化の推進

　令和３年７月２日（金）、今年も東京都建設局職員を対象
にした研修への支援要請があり、協力しました。
　新型コロナ対策を実施した結果、27名の参加となりました。
　技術委員会 公共物管理部会委員により下記の講義プログ
ラムを実施しました。
• ９：45 ～ 11：15　測量の先端技術と最近の話題
•14：00 ～ 17：00　測量作業規程と測量実習
　今年も昨年同様Webカメラなどを駆使し、測量機の扱い
方等をプロジェクターへ投影することにより理解しやすい工
夫を行いました。

　令和３年７月20日（火）～ 21日（水）に行われた東京都建
設局「災害対策科」研修への支援要請に協力しました。
　総務委員会本島副委員長が「災害時の取組み(測量)」と題
して７月20日（火）10：25 ～ 11：20まで講演を行いました。
　昨年度に引き続き今年度も、新型コロナ対策としてWeb

（Zoom）による研修となり、40名の参加がありました。

　令和３年９月３日（金）、当協会は都議会自民党主催の予
算要望聴取会において要望活動を実施しました。当協会から
は岩松会長ほか5名が参加しました。
　聴取会で、当協会は、
一　首都東京の着実な発展に向けた公共投資予算の
　　確保について

①災害に強い東京にするための社会資本整備の一層の推
進について

②都内における地籍調査の促進について
二　デジタル化社会に対応した社会資本整備の推進について

①公共施設整備・管理のデジタル化・３次元化の推進に
ついて

②ウィズコロナ時代の業務推進方法に向けた取組みにつ
いて

三　公共施設の品質確保や建設分野の生産性向上に向けた
　　取組について

①入札手続きにおける最低制限価格制度の本格導入と厳
格な低入札価格調査の実施について

②適正な履行期限の確保、履行期の平準化等の推進につ
いて

　を要望しました。
　都議会自民党からは小宮あんり幹事長ほか多数の都議の先
生方が出席され、地籍調査促進や最低制限価格制度等の導入
について意見交換がなされました。

　令和３年10月27日（水）、佐藤信秋参議院議員にWeb方式
によりご講演いただきました。
　佐藤先生は、建設関連業を強く応援いただいており、全測
連の顧問でもあります。衆議院総選挙でお忙しいところ、当
協会にお出でいただき、以下の事項についてご講演をいただ
きました。

［事業量の確保・成長の推進］
１．国土強靭化がようやく定着、令和３年度から７年度ま

　で5か年加速化対策
［質の改善・新３Ｋに向けて分配の充実］

２．建設産業は赤字続きだったが24年度（自公政権で補正）
　以降若干改善

３．設計労務単価をアップ
４．従業者賃金も上昇

　たくさんの会員の方にご聴講いただきありがとうございま
した。

　令和３年10月19日（火）、岩松会長が協会顧問高木けい衆
議院議員を訪問し、10月31日（日）投開票の衆議院議員選
挙に向けて推薦状をお渡ししました。

　令和３年９月28日（火）、東測協「女性の会」座談会を行
いました。
　※詳細は本誌20ページ〜に掲載　

　令和３年11月17日（水）午後、今年度の東京都建設局との
意見交換会を行いました。都建設局側からは湯川企画担当部
長、香月技術管理課長ほか技術管理課の５名の担当職員の
方々、当協会からは岩松会長ほか総務・広報・技術委員会の
各委員長が参加し、以下の事項について要望と意見交換を行
いました。
１．グリーンシフト・デジタルシフトに対応した社会資本整
備の推進について
（１）脱炭素化を進める取組の強化と測量設計業の活用
（２）防災ＤＸ、スマート東京の推進のベースとなる３次元
　　　デジタルデータの整備促進

東京都建設局「災害対策科」
研修への支援

令和4年度東京都予算等に対する
要望活動の実施

佐藤信秋参議院議員がWeb講演

東京都建設局「測量科」研修への支援

「女性の会」座談会をWebで開催

高木けい衆議院議員に衆院選に向
けて推薦状をお渡ししました【会長】

東京都財務局との
令和３年度意見交換会の実施

東京都建設局との
令和3年度意見交換会の実施
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　令和３年11月22日（月）、当協会は自民党東京都連の令和
４年度国家予算・税制改正等要望聴取会において要望活動を
実施しました。当協会からは松林・野﨑両副会長ほか３名が
参加しました。
　聴取会では、
一　国土強靭化の加速と社会資本整備分野における３次元デ
　　ジタル化の促進について

①防災・減災、国土強靭化対策に資する測量関係業務の
推進

②デジタル化社会の構築に向けた３次元デジタルデータ
の整備と活用

③業務手続きのデジタル化・DXの促進
④受発注者間におけるWeb会議の活用に向けた条件整

備について
二　測量業務の新たな展開に向けて

①脱炭素社会の実現に向けた基盤データの整備と活用

協 会 役 員

委 員 会 編 成

顧　　問

相 談 役

会　　長

副 会 長

常務理事

理　　事

監　　事

中 川 雅 治

本 島 庸 介

岩 松 俊 男

松 林 道 博

國方洋一郎

吉 川 智 彦

加 藤 　 哲

大 西 錦 城

井 原 　 功

奥 村 秀 昭

尾 上 　 靖

山 本 浩 二

高 木 け い

野 﨑 茂 和

木 村 義 一

塚田野野子

川 上 貴 廣

木 本 和 伸

本 島 哲 也

峯 岸 　 慎

瀬 川 信 也

参議院議員

昭和（株）

（株）パスコ

真栄測量（株）

（株）八州

アジア航測（株）

国際航業（株）

三和航測（株）

（株）ヤチホ

国際測地（株）

協会事務局長

（株）東邦地形社

衆議院議員

（株）双葉

朝日航洋（株）

（株）東京地図研究社

東日本総合計画（株）

（株）きもと

昭和（株）

信和測量（株）

大和測量設計（株）

総 務 委 員 会 委　員　長

委員長代行

副 委 員 長

委　　　員

國方洋一郎
加 藤 　 哲
本 島 哲 也
田 中 一 馬

峯 岸 　 慎

【㈱八州】

【国際航業㈱】

【昭和㈱】

【朝日航洋㈱】

【信和測量㈱】

広 報 委 員 会 委　員　長

委員長代行

副 委 員 長

委　　　員

木 村 義 一
塚田野野子
大 西 錦 城
小 田 　 孝
宮 田 大 輔
宮 川 　 誠

木 本 和 伸
関 　 憲 男
諸 橋 久 男

【朝日航洋㈱】

【㈱東京地図研究社】

【三和航測㈱】

【㈱パスコ】

【アジア航測㈱】

【東日本総合計画㈱】

【㈱きもと】

【信和測量㈱】

【邦栄測量設計㈱】

◦令和4年1月現在

　令和３年12月１日（水）、全測連東京地区協議会及び関東
地区協議会は国土交通省関東地方整備局との意見交換会を実
施しました。
　岩松会長は、冒頭の挨拶を行い、３次元データが特に防災
上において有効であり、活用することの重要性を訴えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年に５回のWeb講習会（オンデマンドによるYouTube視聴）を開催しました。
　

　※詳細は本誌30ページ〜「Web講習会を振り返って（技術委員会）」に掲載。

【第１回】最新測量技術講習会 測量・設計CPDポイント：６ポイント視聴期間：５/２１（金）～3１（月）

【第２回】最新測量技術講習会 測量・設計CPDポイント：４ポイント視聴期間：6/21（月）～30（水）

【第３回】公共物管理部会等の実務講習会 測量・設計CPDポイント：８ポイント視聴期間：８/６（金）～２0（金）

【第4回】地積調査講習会 測量・設計CPDポイント：６ポイント視聴期間：10/8（金）～18（月）

【第5回】最新測量技術を利用した技術研修会 測量・設計CPDポイント：６ポイント視聴期間：11/19（金）～30（火）

②新たな技術を活かす規制の見直し
③測量技術の革新に対応した積算体系の見直し

三　社会資本整備分野におけるエッセンシャルワークとして
　　の測量設計業の健全な発展に向けて

①品確法に基づく発注関係事務の運用指針の徹底
②履行期限の平準化の促進
③測量技術者単価の継続的見直し

　以上３テーマ、10項目について要望をしました。
　自民党東京都連からは当協会顧問の中川雅治参議院議員、
高木けい衆議院議員のほか、多数の国会議員の先生方が出席
されました。

２．災害に強い首都東京に向けた官民連携方策について
（１）建設事務所を中心とした防災体制の整備
（２）通常業務における地域企業への発注
３．業務の品質確保に向けた取組等について
（１）測量業務関連予算の推移と維持確保
（２）最低制限価格制度の本格導入
（３）履行期限の平準化、適切な履行期間の確保
（４）総合評価方式による発注の適用拡大と制度改善
（５）業務成績評定書へのコメント記載
４．新しい日常下における業務推進方法について
（１）測量業務における情報共有システムの適用
（２）積算基準のインターネット上での公開
（３）受発注者間におけるWeb会議の活用に向けた条件整備

Web講習会の開催

令和４年度国家予算等に対する
要望活動を実施

関東地方整備局との意見交換会に
出席【会長】
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基 準 点
研 究 部 会

災 害 対 策
特 別 部 会

働 き 方 改 革
特 別 部 会

岩 松 俊 男
高 岸 　 且
小 林 健 治
千 野 敬 史
佐 藤 浩 一

本 島 哲 也
牧 野 宗 弘
上 野 裕 芳
伊 丹 俊 明
小田三千夫
山 本 一 樹

國方洋一郎
木 村 義 一
関 谷 　 稔
峯 岸 　 慎
小 宅 香 里

渡 邊 　 淳
羽 鳥 良 子
鈴 杵 達 士

井 村 龍 一
柿 崎 啓 二
秋 元 克 之
佐 藤 賢 一

駒 沢 孝 敏
奥 村 秀 昭

【㈱パスコ】

【㈱パスコ】

【東日本総合計画㈱】

【昭和㈱】

【㈱八州】

【昭和㈱】

【国際測地㈱】

【アジア航測㈱】

【㈱パスコ】

【国際航業㈱】

【朝日航洋㈱】

【㈱八州】

【朝日航洋㈱】

【㈱パスコ】

【信和測量㈱】

【アジア航測㈱】

【㈱中庭測量コンサルタント】

【㈱きもと】

【㈱URリンケージ】

【昭和㈱】

【㈱双葉】

【日本測地設計㈱】

【三和航測㈱】

【㈱八州】

【国際測地㈱】

技 術 委 員 会 委　員　長

委員長代行

副 委 員 長

委　　　員

部　会　長

座　　　長

座 長 代 行

座　　　長

副　座　長

吉 川 智 彦
川 上 貴 廣
井 原 　 功
井 上 昭 人
井 上 義 雄
岡 田 良 司
長谷川浩司
渡 邉 利 光
横 倉 　 一
中 西 泰 之
小 林 正 一
金 田 英 治
植 田 伸 一
成 田 昇 平
松 本 哲 也
島 津 恵 一

奥 村 秀 昭

本 田 玲 央
村 上 康 之
鶴 田 暁 大
冨所三千男
倉 田 真 也
西 川 　 晃
伊 藤 明 彦
則 武 　 廣
塚 本 伸 介
公 手 洋 介
谷 口 雄 大
花 田 康 之

【アジア航測㈱】

【東日本総合計画㈱】

【㈱ヤチホ】

【㈱パスコ】

【昭和㈱】

【㈱パスコ】

【国際航業㈱】

【アジア航測㈱】

【㈱八州】

【グローバルエンジニア㈱】

【㈱きもと】

【東日本総合計画㈱】

【㈱日豊】

【国際航業㈱】

【福井コンピュータ㈱】

【横浜測器㈱】

【国際測地㈱】

【㈱本田測量設計】

【㈱八州】

【真栄測量㈱】

【㈱大輝】

【国際測地㈱】

【福井コンピュータ㈱】

【㈱大輝】

【国土情報開発㈱】

【㈱ハカル】

【朝日航洋㈱】

【アイサンテクノロジー㈱】

【㈱きもと】

会 員 名 簿 ◦令和4年1月現在

正 会 員
会 社 名

TEL会社代表者 会社住所（所在）

FAX協会対応代表者
登録番号

協会対応代表者住所

〒154-8530  世田谷区池尻2-7-3
（同上）

国土情報開発（株） 03-5481-3000
03-5481-3030

羽田  寛
蔦木  良巳（10）ー8230

〒191-0065  日野市旭が丘2-5-4国際測地（株） 042-584-2610
042-584-3481

奥村  秀昭
（10）ー8893

〒169-0074  新宿区北新宿2-21-1  新宿フロントタワー
（同上）

国際航業（株） 03-6362-5931
03-5656-8692

土方  聡
加藤  哲（15）ー8

〒130-0025  墨田区千歳1-8-17  島福ビル4階（株）興和設計工務事務所 03-3631-1020
03-3631-1204

浦  恒博
（12）ー4877

〒158-0096  世田谷区玉川台2-1-15グローバルエンジニア（株） 03-5717-9886
03-3707-3484

中西  泰之
（3）ー31432

〒146-0093  大田区矢口2-13-6（株）協立コンサルタンツ 03-3759-7721
03-3759-7724

山口  明
（15）ー148

〒112-0012  文京区大塚3-19-7
（同上）

（株）協振技建 03-3942-3550
03-3942-3545

高橋  健太郎
佐藤  英雄（12）ー5636

〒104-0031  中央区京橋1-1-5 セントラルビル２階
（同上）

（株）きもと 050-3154-9000
03-5480-8121

木本  和伸
小林  正一（10）ー9025

〒192-0906 八王子市北野町534-14上屋敷測量設計(有) 042-642-1571
042-642-1572

上屋敷 和志
(5)-25863

〒152-0011  目黒区原町1-12-12画地測量設計（株） 03-5721-3051
03-5721-3055

加藤  誠一
（14）ー1132

〒158-0096  世田谷区玉川台2-1-16
（同上）

大部測地設計（株） 03-3709-7725
03-3709-7720

大部  修一
大部  勝男（9）ー11239

〒115-0051  北区浮間2-25-1  大浦工測ビル大浦工測（株） 03-5916-4901
03-5916-4707

大浦  章
（10）ー8124

〒105-0014  港区芝1-14-4  芝桝田ビル
（同上）

オオバ調査測量（株） 03-6400-3592
03-5443-2191

口廣  洋平
野澤  隆弘（10）ー8831

〒136-0082  江東区新木場4-7-41
〒350-1165  川越市南台3-14-4

朝日航洋（株） 049-244-6061
049-244-6012

尾暮  敏範
木村  義一（9）ー12950

〒160-0023  新宿区西新宿6-14-1  新宿グリーンタワービル
〒215-0004  川崎市麻生区万福寺１-２-２ 新百合21ビル

アジア航測（株） 044-969-7381
044-965-2598

畠山  仁
吉川  智彦（15）ー60

〒182-0035  調布市上石原1-15-15
（同上）

（株）アサヒサーベイング 042-485-6226
042-484-6951

岡積  智樹
前嶋  弘（12）ー4833

〒183-0051  府中市栄町2-10-11愛和測量設計（株） 042-368-3351
042-362-5210

永澤公雄
（10）−9970

〒101-0021  千代田区外神田2-3-7  アーバンファーストビル
（同上）

（株）アーバンコンサルタンツ 03-3252-2750
03-3252-2760

坂本  道昭
小峰  正昭（7）ー16938

〒197-0005  福生市北田園2-20-10（株）アース設計コンサルタント 042-530-1520
042-530-1523

田村  淳
（4）ー30318

〒136-0071  江東区亀戸5-8-9
（同上）

（株）サンテックインタ－ナショナル 03-5875-5423
03-5875-1732

升ノ内  元二
景山  克士（15）ー1142

〒171-0014 豊島区池袋 2-30-13  サブコート 202
（同上）

桜測量設計（株） 03-6907-3771
03-6907-3772

神山 勝・好村郁子
神山  勝（2）ー34703

〒121-0814  足立区六月2-12-1（株）コンクラリアルエステート 03-3850-7222
03-3850-7011

萩原  孝之
(6)-21839

〒134-0084  江戸川区東葛西4-11-12（株）コスモエンジニアリング 03-3869-7990
03-3869-7940

宮崎  勉
（7）ー18025

〒187-0025  小平市津田町2-5-6
（同上）

児島測量設計(株) 042-344-1023
042-344-1033

児島  幸治
星  嘉鷹

(9)-11481

〒189-0011  東村山市恩多町1-37-20三和測量設計（株） 042-394-0691
042-396-2259

内堀  宗一
（14）ー1539

〒176-0012  練馬区豊玉北6-15-14  共栄ビル5Ｆ三和航測（株） 03-3994-7501
03-5999-1031

大西  錦城
（14）ー1290
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〒177-0035  練馬区南田中3-22-8
（同上）

（株）田辺測量 03-5910-5055
03-5910-5057

菅原  清隆
北村  理加

（15）ー879

〒168-0081  杉並区宮前4-26-29大和測量設計（株） 03-3334-3311
03-3334-3374

瀬川  信也
（15）ー3

〒151-0061  渋谷区初台1-8-6大和測量（株） 03-3370-1588
03-3379-4457

小又  啓攝
（15）ー147

〒166-0012  杉並区和田3-54-5大同情報技術（株） 03-3316-8321
03-3316-5252

山田  洋
(14)-1789

〒183-0042  府中市武蔵台3-7-8
（同上）

（株）大輝 042-574-2911
042-574-2412

岡野  一德
冨所  三千男（12）ー4462

〒168-0063  杉並区和泉1-22-19  朝日生命代田橋ビル５階
（同上）

第一航業（株） 03-3339-2191
03-3310-9396

曽野  哲人
南雲  信之（15）ー167

〒154-0004  世田谷区太子堂4-5-29（株）双立測量設計 03-3413-2596
03-3413-2277

金子  真敏
（8）ー12876

〒204-0021 清瀬市元町2-25-12
（同上）

(株)測地コンサルタント 042-491-6511
042-491-6544

島田  貢孝
松井  康雄(7)-17134

〒151-0073  渋谷区笹塚1-54-7  KSビルディング７F（株）セリオス  東京支店 03-6383-4736
03-6383-4737

丹  正彦
（5）ー24530

〒105-0003  港区西新橋3-23-6信和測量（株） 03-3431-2157
03-3437-6070

峯岸  慎
（12）ー5309

〒165-0021 中野区丸山1-12-8  EFGビル5F(有)水工技研 03-5942-5790
03-5942-5791

大阿久  紀章
(1)-36559

〒191-0061  日野市大坂上1-32-5  エトワール渡辺４F(株)スタッド 042-586-9833
042-586-0860

谷津  克浩
(4)-29483

〒112-0004  文京区後楽1-7-12（株）森林テクニクス 03-5840-8814
03-6807-8557

喜  力哉
岡本  有司（7）ー19115

〒133-0073  江戸川区鹿骨1-17-8
（同上）

新栄測量設計（株） 03-3679-7891
03-3679-7890

羽田  慎一
羽田  勇（15）ー955

〒136-0076  江東区南砂2-20-3
（同上）

真栄測量（株） 03-3644-5221
03-3645-0117

松林  邦晃
松林  道博（8）ー14209

〒145-0071  大田区田園調布1-15-12（株）白木測量設計事務所 03-3721-8821
03-3721-8825

白木  英治

〒152-0002  目黒区目黒本町6-9-12（株）昭和測量社 03-3714-4544
03-3716-2521

野村  幸一
（14）ー949

〒102-0093  千代田区平河町1-7-21昭和（株） 03-5276-8777
03-5276-8787

本島  哲也
（15）ー17

〒101-0061  千代田区神田三崎町2-4-1  ＴＵＧ-Ⅰビル
（同上）

（株）四門 03-3265-2857
03-3265-2879

寳土  大亮
植竹  奨（9）ー11619

〒150-0001  渋谷区神宮前6-19-3  東邦ビル7F
（同上）

（株）東邦地形社 03-3400-1486
03-3400-1822

下重  勝雄
山本  浩二（3）ー30805

〒160-0023  新宿区西新宿4-15-22
（同上）

東光測量建設（株） 03-3376-0111
03-3376-7517

関根  友一
大森  清孝（11）ー6539

〒183-0035  府中市四谷1-45-2
（同上）

（株）東京地図研究社 042-364-9765
042-368-0333

塚田  野野子
塚田  元（14）ー2440

〒100-0011  千代田区内幸町1-3-2 内幸町東急ビル10F東京技工（株） 03-3500-3815
03-3500-3817

林  光男
（15）ー363

〒130-0004  墨田区本所2-11-3津嶋測量設計（株） 03-3622-0909
03-3621-3985

西済  克二
（3）ー30650

〒155-0033  世田谷区代田5-28−4（株）ツカサ測量設計 03-5430-1411
03-5430-1422

木村  隆司
吉田  宗豊

(4)-30120

〒182-0007  調布市菊野台2-61-35調布調査(株) 042-439-5500
042-439-5100

粒良  正和
(3)-29655

〒116-0014  荒川区東日暮里5-51-11
（同上）

中央航業(株) 03-5850-3229
03-5850-3171

小池  盛文
加藤  知也

(3)-31868

会 社 名
TEL会社代表者 会社住所（所在）

FAX協会対応代表者
登録番号

協会対応代表者住所

〒101-0032  千代田区岩本町3-1-2 岩本町東洋ビル２F（株）東洋設計  東京支社 03-6662-7511
03-6662-7522

原島  克則
（13）ー3740

〒189-0001 東村山市秋津町5-24-13 新村山第2ビル3Ｆ（株）東洋 042-392-4203
042-392-4206

菊山  宜文
（5）-25913

〒158-0083  世田谷区奥沢5-33-11（株）福田測量 03-3721-3722
03-3721-3742

福田  祐一郎
（7）ー19529

〒156-0041  世田谷区大原1-36-14
（同上）

（株）日野 03-3468-2421
03-3466-3250

今村  政夫
鈴木  茂幸

（15）ー173

〒130-0002  墨田区業平3-14-4
（〒350-1124  川越市新宿町5-3-3）

東日本総合計画（株） 049-220-1100
049-224-5081

樋口  智彦
川上  貴廣

（15）ー2

〒114-0002  北区王子2-32-7（株）英設計事務所 03-3927-2342
03-3927-1280

町田  光三
（10）ー9752

〒135-0042  江東区木場5-8-40  東京パークサイドビル4階
（同上）

（株）八州 03-5646-1901
03-5245-5061

武部  泰三
中島  伸（15）ー46

〒153-0064  目黒区下目黒1-7-1  パスコ目黒さくらビル
（同上）

（株）パスコ 03-5435-3570
03-5435-3561

島村  秀樹
岩松  俊男（15）ー56

〒169-0075  新宿区高田馬場3-23-6
（同上）

日本測地設計（株） 03-3362-7613
03-3362-7644

松崎  明毅
中畝  由達（13）ー3611

〒177-0032  練馬区谷原 5-16-29-104(株) ハカル 03-6913-3348塚本  伸介
（1）ー36189

〒206-0812  稲城市矢野口1319-2（株）日豊  東京支店 042-378-7011
042-378-7700

相京  幸一
（13）ー3753

〒102-0083  千代田区麴町4-3
（同上）

（株）日測 03-3264-5036
03-3234-9984

   辻畑  直政
成島  敏夫（15）ー53

〒112-0001  文京区白山5-11-14（株）成住測量事務所 03-3946-0521
03-3946-5885

成住  哲雄
（8）ー12942

〒183-0051  府中市栄町3-31-33ナチュラル測量設計(株) 042-365-9036
042-366-5900

山本  保二
(11)-7771

〒144-0052  大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビルディング6階（株）中庭測量コンサルタント 03-6424-7980
03-6424-7537

中庭  基雄
（15）ー112

〒198-0043  青梅市千ヶ瀬町4-340-3（株）奈賀里測量設計 0428-24-5540
0428-24-5713

中里  英生
（7）ー17258

〒115-0055  北区赤羽西4-47-14東洋測量（株） 03-3909-1166
03-3909-5738

太田  満則
（15）ー1026

〒135-0016  東京都江東区東陽 2-4-24 サスセンター（株）ＵＲリンケージ 03-6803-6200
03-6803-6222

西村  志郎
（11）ー7031

〒183-0032 府中市本宿町1-43-12
（同上）

(株)ユニオン技術 042-363-5755
042-361-1957

岩崎  守
岩崎  裕幸

(10)-10767

〒120-0003  足立区東和5-14-3山野辺測量（株） 03-3605-1271
03-3620-3570

山野辺  慶子
田垣  孝

（12）ー5104

〒162-0845  新宿区市谷本村町3-22（株）ヤチホ 03-3268-3600
03-3268-3653

井原  功
（15）ー126

〒173-0031  板橋区大谷口北町35-1（株）森測量設計事務所 03-3972-0648
03-3972-0720

森  幸一郎
（6）ー19629

〒151-0071  渋谷区本町1-18-8むさしの地図（株） 03-3377-6191
03-3376-1104

岩永  光司
（15）ー136

〒179-0074  練馬区春日町5-33-32（株）本田測量設計 03-3998-5666
03-3998-5694

本田  玲央
（10）ー10581

〒176-0021 練馬区貫井3-19-10(株)ミヤジ測量設計 03-5848-5972
03-5848-5970

安田  忠浩
(5)-24846

〒182-0021  調布市調布ヶ丘2-4-15  カルム415 1F邦栄測量設計（株） 042-481-3991
042-481-3992

諸橋  久男
（6）ー21166

〒155-0032  世田谷区代沢3-7-10二葉測量設計（株） 03-3419-5321
03-3413-2283

川原  久男
（12）ー4110

〒164-0011  中野区中央3-13-10  ジョイ林402双葉航測（株） 03-5937-5005
03-5937-5006

佐藤  安彦
（12）ー4463

〒171-0031  豊島区目白3-14-8（株）双葉 03-3953-3248
03-3953-5166

野﨑  雄平
野﨑  茂和（15）ー29

＊会社代表者と協会対応者が異なる場合、住所は併記し、電話番号・FAX番号は協会対応者の番号を記載した。

会 社 名
TEL会社代表者 会社住所（所在）

FAX協会対応代表者
登録番号

協会対応代表者住所
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賛 助 会 員
会 社 名

TEL会社代表者
住所（所在）

FAX協会担当者

〒224-0001  横浜市都筑区中川１-4-１
　　　　　　 ハウスクエア横浜  3階301-1区画アイサンテクノロジー（株）  首都圏営業所

045-914-6260
045-914-6261

谷口  雄大

〒183-0054  府中市幸町１丁目2-14-301（株）アプリコア 050-5864-0498
0584-83-1079

石田  徹

〒134-0088  江戸川区西葛西6-9-12
　　　　　　 西葛西トーセイビル７階（株）岩崎  東京支店

03-6206-1287
03-6206-1289

十枝  和男
古口  弘泰

〒101-0052  千代田区神田小川町３-６
　　　　　　 日本分譲住宅会館７階（株）エージェンシーソフト 03-5283-9705

03-5283-9708
竹内  邦彦
片倉  昌充

〒814-0104  福岡市城南区別府3丁目17-17（株）カクマル 092-851-5656
092-831-8405

曽根田  佳奈

〒181-0015  三鷹市大沢5-21-13共立航空撮影（株） 0422-32-4100
0422-32-4090

前田  和則
国井  圭太

〒101-0041  千代田区神田須田町1-34-4（株）ジェノバ 03-5209-6885
03-5209-6887

河野  芳道
亀井  直樹

〒101-0041  千代田区神田須田町1-18
　　　　　　 第３神田セントラルビル１Ｆトリンブルパートナーズ関東（株） 03-6673-0801

03-6206-8509
土戸  和宏
小林  正雄

〒144-0035  大田区南蒲田2-16-2
　　　　　　テクノポート大樹生命ビル（株）ニコン･トリンブル 03-5710-2593

03-5710-2604
丹澤  孝

長谷川  寛之

〒338-0832  さいたま市桜区西堀3-21-23（株）久永  関東支店
050-3820-8930・8931
048-711-1735

原  秀明

〒212-0013  川崎市幸区堀川町580 
　　　　　　ソリッドスクエア西館10階福井コンピュータ（株）  関東営業所

044-201-7395
044-201-7396

石橋  一樹
松本  哲也

〒107-0052  港区赤坂2-14-27
　　　　　　 国際新赤坂ビル東館21階明治安田生命保険（相）  （広域組織法人部） 03-3560-5907

03-3583-8382
松原  展

丸木  隆史

〒101-0048  千代田区神田司町2-11-1明治安田損害保険（株） 03-3257-3177
03-3257-3294

酒井  明夫
杉本  修一

〒171-0033  豊島区高田3-19-10
　　　　　　ヒューリック高田馬場ビル7F明治安田ライフプランセンター（株） 03-5952-1061

03-5952-1063
宇佐美  真
東  健太郎

〒151-0061  渋谷区初台２-１１-８山下商事（株） 03-5350-0671
03-5350-0678

吉田  公二
橋本  豊

〒171-0032  豊島区雑司が谷3-9-4ユニバーサルプリント工芸（株） 03-3988-3544
03-3988-6683

大渕  信之

〒232-0025  横浜市南区高砂町2-19-5横浜測器（株） 045-341-4920
045-341-4921

島津  恵一

　新型コロナウイルス感染症によって、私たちはさまざ
まな変革を求められてきました。とりわけ、Web会議
などに象徴されるICT（情報通信技術）の活用は2段飛
ばしで進みました。
　このデジタル社会への変化をより前向きにとらえるべ
く、今年の会誌テーマを「測量設計業におけるDXデジ
タルトランスフォーメーションを知ろう」としました。
　特集記事では、会員会社におけるDXの取り組み事例
を紹介しています。
　女性の会では外部講師のお話しを伺い、働く女性の

ロールモデルを描くとともに、誰にとっても働きやすい
職場づくりを提案しています。
　技術委員会主幹のオンライン講習会により、受講者数
が拡大し会員のCPD取得に大きく寄与しましたが、さ
らなる効率化を目指す取り組みが紹介されています。
　会員各社の中堅・若手社員からもテーマに関した投稿
をいただきました。
　末筆になりましたが、ご寄稿くださいました皆様をは
じめ、本誌発行にご指導・ご協力いただきました皆様に
心より感謝申し上げますとともに、本誌をご覧いただき
ました皆様がコロナ鎮静後も健康に過ごされますことを
祈念して、後記とさせていただきます。　　　　

広報委員長

編 集 後 記

発 行 日 	 令和４年１月吉日
編　　集	 一般社団法人 東京都測量設計業協会 広報委員会
発　　行	 一般社団法人 東京都測量設計業協会
	 〒162‒0801 東京都新宿区山吹町11番地１ 測量年金会館7階
	 TEL：03‒3235‒7241  FAX：03‒3235‒0406
	 Ｅ-mail：tsk@sokuryo.or.jp
	 ホームページ：https://www.sokuryo.or.jp

広 報 委 員
委 員 長
委員長代行
副委員長
　　同
　委　員
　　同
　　同
　　同
　　同

木村  義一 【朝日航洋(株)】
塚田  野野子 【(株)東京地図研究社】
大西  錦城 【三和航測(株)】
木本  和伸 【(株)きもと】
小田 孝 【(株)パスコ】
関  憲男 【信和測量(株)】
宮田  大輔 【アジア航測(株)】
諸橋  久男 【邦栄測量設計(株)】 
宮川  誠 【東日本総合計画(株)】
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